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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　
自
動
現
金
引
き
出
し
機
︵
Ａ

Ｔ
Ｍ
︶
の
利
用
時
間
を
短
縮
す

る
動
き
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

で
進
ん
で
い
る
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
は

１
９
８
０
年
代
に
登
場
し
て
以

来
、
銀
行
窓
口
が
開
い
て
い
な

く
て
も
現
金
が
引
き
出
せ
る
便

利
な
機
械
と
し
て
長
年
使
わ
れ

て
い
る
が
、
最
近
の
犯
罪
の
多

発
と
安
全
維
持
問
題
な
ど
に
よ

り
、
一
部
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
24
時
間
の

稼
働
を
止
め
た
り
、
利
用
時
間

を
短
縮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
２
０
２
０
年
２
月
、
ブ
ロ
ン

ク
ス
に
あ
る
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
の
ペ
ラ
ム
パ
ー
ク
ウ

ェ
ー
支
店
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
ホ
ー
ル

で
女
性
が
暴
行
を
受
け
死
亡
、

２
０
２
１
年
８
月
に
は
金
融
街

に
あ
る
チ
ェ
ー
ス
銀
行
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
前
で
、
斧
を
持
っ
た
男
に

50
歳
の
男
性
が
襲
わ
れ
る
事
件

が
発
生
、
今
年
１
月
19
日
に
は

早
朝
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る

チ
ェ
ー
ス
銀
行
支
店
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
男
が
別
の
男
性
に
熱
い
コ
ー

ヒ
ー
を
投
げ
つ
け
る
事
件
が
発

生
し
た
。

　
最
近
、
チ
ェ
ー
ス
銀
行
は
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
ハ
イ
ツ
や
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー
な
ど
の

支
店
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
夜
間
使
用
を

中
止
し
、
午
後
５
時
な
い
し
６

時
に
閉
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
80
の
支
店
を
昨
年

買
収
し
た
シ
チ
ズ
ン
銀
行
も
、

公
共
の
安
全
を
理
由
に
夜
間
は

閉
鎖
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ほ
か
の
銀
行
も
営
業
時
間
短
縮

を
進
め
て
い
る
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
協
会

に
よ
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

に
限
ら
ず
全
米
の
主
要
都
市
で

は
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
が

ホ
ー
ム
レ
ス
や
犯
罪
を
引
き
つ

け
て
お
り
、
安
全
・
清
潔
に
維

持
を
す
る
の
に
苦
労
し
て
い
る

と
い
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行

で
ま
す
ま
す
状
況
が
悪
化
し
、

多
く
の
銀
行
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
営
業

時
間
を
短
縮
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
い
の
が
実
情
だ
。

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
営
業
時
間
を
短
縮

利
用
者
の
不
安
解
消
の
た
め

　
４
月
２
日
の
日
曜
日
、
馬
車
の
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
マ
グ
ノ
リ
ア
は
今
が
満
開
。

　
三
寒
四
温
が
続
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
だ
が
、

今
週
に
入
り
よ
う
や
く
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
も
咲

き
始
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
春
が
到
来
。

　
今
年
は
一
斉
開
花
で
は
な
く
、
所
々
で
咲

き
始
め
て
い
る
の
で
見
ご
ろ
は
今
週
か
ら
来

週
あ
た
り
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
日
は
休
日
と
あ
っ
て
気
の
合
う
仲
間
、

記
念
撮
影
し
て
い
る
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
カ
ッ
プ

ル
、
家
族
そ
ろ
っ
て
出
か
け
る
人
び
と
な
ど

賑
わ
い
を
見
せ
た
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
。

　
公
園
で
桜
を
撮
影
し
て
い
る
と
、
大
き
な

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
る
せ
い
か
あ
ち
ら
こ
ち

ら
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
渡
さ
れ
﹁
撮
影

し
て
く
れ
な
い
？
﹂
と
声
を
か
け
ら
れ
楽
し

い
1
日
だ
っ
た
。　︵

写
真
と
文
・
植
山
慎
太
郎
︶

気分も桜も春うらら
　
米
疾
病
管
理
予
防
セ
ン
タ
ー

︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
の
最
新
デ
ー
タ
に

よ
る
と
米
国
で
結
核
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
特
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
は
症
例
数
が
全
国
平
均
よ

り
も
約
40
％
も
多
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
米
国
で
は
結
核
の
症

例
数
は
10
万
人
あ
た
り
の
３
人

ほ
ど
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
間
、
感

染
率
は
下
が
っ
て
い
た
が
、
現

在
は
以
前
の
水
準
に
戻
り
つ
つ

あ
る
。

　
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
結
核
撲
滅
部
門
の

責
任
者
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ロ
ブ
博
士
は
﹁
２
年
連
続
で
結

核
の
症
例
数
が
増
え
て
お
り
、

結
核
に
さ
ら
さ
れ
る
幼
児
や
そ

の
ほ
か
の
人
々
へ
の
感
染
が
懸

念
さ
れ
る
﹂
と
し
て
警
戒
感
を

に
じ
ま
せ
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
結
核
患

者
数
は
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
る
と

減
少
し
た
。
元
の
水
準
に
戻
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
症

例
数
は
過
去
３
年
間
で
徐
々
に

増
加
し
て
お
り
、
２
０
２
０
年

の
６
０
５
人
か
ら
２
０
２
１
年

は
６
８
３
人
、
２
０
２
２
年
に

は
７
１
４
の
症
例
を
数
え
た
。

10
万
人
当
た
り
３
・
６
人
で
、

全
国
平
均
の
同
２
・
５
人
よ
り

も
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

州
内
の
症
例
の
半
分
を
占
め
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
限
る
と
そ

の
割
合
は
も
っ
と
高
く
な
る
。

昨
年
２
０
２
２
年
に
市
内
で

は
５
３
６
人
の
患
者
が
発
生
。

10
万
に
当
た
り
６
・
１
人
で
あ

米
国
で
結
核
が
増
加

Ｎ
Ｙ
州
全
米
平
均
上
回
る

り
、
こ
れ
は
全
米
平
均
の
倍
と

な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
88
％
は

外
国
生
ま
れ
だ
と
い
う
。

　
か
つ
て
は
ヒ
ト
の
お
も
な
死

因
で
も
あ
っ
た
結
核
だ
が
、
現

在
で
は
抗
生
物
質
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
、
早
期
発
見
、
衛
生
状
態

の
改
善
な
ど
で
恐
ろ
し
い
病
気

で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
世
界
的
に
撲
滅
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
な
ど
の
免

疫
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
は
結

核
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
高
い
。

　
音
楽
家
の
坂
本
龍
一
さ
ん
が

３
月
28
日
に
71
歳
で
亡
く
な
っ

た
こ
と
が
、
４
月
２
日
に
坂

本
さ
ん
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会

社
﹁
キ
ャ
ブ
﹂
な
ど
に
よ
り
公

表
さ
れ
る
と
、
米
国
の
メ
デ
ィ

ア
も
相
次
い
で
報
道
し
た
。
日

本
で
第
一
報
が
出
る
や
否
や
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
︵
電

子
版
︶
は
緊
急
ニ
ュ
ー
ス
扱
い

で
﹁
オ
ス
カ
ー
受
賞
の
日
本
人

作
曲
家
坂
本
龍
一
が
71
歳
で
死

去
﹂
と
報
じ
た
。
同
紙
は
音
楽

活
動
か
ら
私
生
活
、﹁
反
核
活

動
家
﹂
だ
っ
た
こ
と
も
含
め
、

そ
の
人
生
を
詳
細
に
綴
っ
て
い

る
。
　
　︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

坂
本
龍
一
さ
ん
死
去

米
国
の
メ
デ
ィ
ア
が
相
次
い
で
報
道

営
業
時
間
の
変
更
を
張

り
紙
で
告
知
す
る
銀
行

︵
チ
ェ
ー
ス
銀
で
︶
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山
久
漆
工
株
式
会
社
︵
本
社

福
井
県
、
山
本
泰
三
代
表
取
締

役
社
長
︶
が
５
日
か
ら
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ポ

ッ
プ
・
ア
ッ
プ
・
ス
ト
ア
﹁
ザ
・

ア
ー
ケ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
﹂︵
エ

リ
ザ
ベ
ス
通
り
２
５
１
番
地
︶

に
参
加
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
１
９
３
０
年
創
業

の
漆
器
製
造
業
で
、
い
わ
ゆ
る

本
漆
に
よ
る
伝
統
的
な
漆
器
も

長
く
製
造
し
て
い
る
が
、
日
本

人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化

し
、
敷
居
の
高
い
イ
メ
ー
ジ
の

あ
る
漆
器
離
れ
が
進
む
中
で
、

漆
器
の
﹁
塗
り
も
の
﹂
と
し
て

の
技
術
と
、
美
し
い
色
合
い
を

現
代
の
テ
ー
ブ
ル
に
生
か
す
こ

と
を
め
ざ
し
て
、﹁tow

an

﹂

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
２
０
１
９

年
秋
に
立
ち
上
げ
た
。
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
30
代
か
ら
50
代

女
性
で
、
テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
に
関
心
の
高
い
人
た

ち
。ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
方
法
は
、

リ
ア
ル
店
舗
は
ほ
と
ん
ど
使
わ

ず
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ

ウ
ン
ト
へ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

写
真
の
ポ
ス
ト
を
通
じ
て
発
信

を
続
け
て
き
た
。

　
今
回
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

お
披
露
目
と
な
る
海
外
で
初
の

対
面
式
展
示
販
売
と
な
る
。
ち

な
み
に
、
同
ブ
ラ
ン
ド
の
お
箸

︵
箸
飾
り
付
き
で
12
ド
ル
︶
が

コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
人
気

で
、
楽
天
市
場
で
箸
部
門
人
気

ラ
ン
キ
ン
グ
1
位
と
な
り
、
現

在
も
上
位
ト
ッ
プ
10
入
り
を
続

け
て
い
る
。﹁tow

an

﹂
は
、

漆
器
独
特
の
温
も
り
を
感
じ
る

優
し
い
色
合
い
を
生
か
し
つ

つ
、
デ
ザ
イ
ン
や
色
の
工
夫
に

よ
り
、
現
代
的
な
洋
の
テ
ー
ブ

ル
で
も
使
い
や
す
い
商
品
を
提

案
す
る
ブ
ラ
ン
ド
で
、
塗
料
は

発
色
を
優
先
、
安
全
な
合
成
塗

料
を
使
っ
て
い
る
。
材
料
は
、

木
製
も
し
く
は
樹
脂
素
材
。
山

本
社
長
は﹁
今
回
の
第
一
歩
が
、

い
つ
の
日
か
、
こ
う
い
う
商
品

を
Ｎ
Ｙ
で
ご
紹
介
で
き
る
よ
う

な
日
に
繋
が
る
こ
と
を
夢
見
て

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
み

た
い
﹂
と
話
し
て
い
る
。
展
示

販
売
は
16
日
︵
日
、
午
前
11
時

か
ら
午
後
７
時
︶ま
で
開
催
中
。

山本社長

伝
統
を
現
代
に
活
か
し
て

日
本
で
人
気
１
位
の
箸
な
ど
販
売

漆の心「towan」
ザ・アーケード・ジャパンで 16 日まで

　
古
楽
器
を
演
奏
す
る
ユ
ー
ラ

シ
ア
コ
ン
ソ
ー
ト
は
３
月
23

日
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
聖
マ
ラ

キ
ー
教
会
で﹁
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、

東
方
へ
の
旅
﹂
と
題
す
る
演
奏

会
を
行
っ
た
。
ゴ
ッ
サ
ム
・
ア

ー
リ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
シ

ー
ン
が
主
催
す
る
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ

の
一
環
で
、
同
公
演
は
ラ
イ
ブ

放
映
も
行
わ
れ
た
。
ユ
ー
ラ
シ

ア
コ
ン
ソ
ー
ト
は
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
周
辺
音
楽
の
復
元
を
目
的
に

ハ
ー
プ
奏
者
の
菅
原
朋
子
ら
が

２
０
１
３
年
に
創
設
、
同
コ
ン

サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
へ
の
出
演
は

５
回
目
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
約

２
年
ぶ
り
の
公
演
と
な
っ
た
。

　
今
回
は
、
尺
八
や
日
本
の
古

楽
器
に
似
た
韓
国
の
伝
統
楽
器

ピ
リ
と
セ
ン
フ
ァ
ン
、
古
代
ハ

ー
プ
の
箜
篌
︵
く
ご
︶
に
加
え

て
、
正
倉
院
御
物
を
元
に
復
元

し
た
方
響
︵
ほ
う
き
ょ
う
︶
と

五
弦
琵
琶
が
揃
っ
た
演
奏
を
披

露
。﹁
青
海
波
﹂
の
演
奏
の
前

に
は
、
菅
原
が
﹁
か
の
有
名
な

源
氏
物
語
に
も
記
載
が
あ
り
、

美
男
子
の
源
氏
が
舞
う
と
皆
が

そ
の
美
し
さ
に
涙
し
た
と
い
う

音
楽
﹂
と
説
明
す
る
と
聴
衆
か

ら
は
感
嘆
が
漏
れ
、
約
１
０
０

人
の
聴
衆
が
歴
史
に
想
い
を
馳

せ
な
が
ら
、
い
に
し
え
の
調
べ

に
耳
を
傾
け
た
。
主
催
者
に
よ

る
と
、
同
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー

ズ
で
は
今
年
に
入
っ
て
最
大
数

の
聴
衆
だ
っ
た
と
い
う
。

　
　︵
小
味
か
お
る
、
写
真
も
︶

菅
原
朋
子
ら
古
楽
器
演
奏　

約
１
０
０
人
が
鑑
賞

　
日
系
ア
メ
リ
カ
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
キ
ョ
ウ
ヘ
イ
・
イ
ヌ
カ

イ
︵
１
９
１
３
〜
85
︶
の
美
術

機
関
で
は
初
め
て
と
な
る
個
展

﹁
キ
ョ
ウ
ヘ
イ
・
イ
ヌ
カ
イ
﹂

が
６
月
25
日
︵
日
︶
ま
で
、
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
︵
Ｊ

Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３
番
地
︶

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
さ
れ
て

い
る
。
１
９
６
０
年
代
後
半
か

ら
80
年
代
に
か
け
て
制
作
さ
れ

た
１
０
０
点
以
上
の
作
品
を
は

じ
め
、
晩
年
の
作
品
を
展
示
。

油
彩
で
描
か
れ
た
陰
気
な
抽
象

画
か
ら
、
墨
絵
を
思
わ
せ
る
フ

ォ
ル
ム
の
研
究
、
大
胆
な
色
彩

と
幾
何
学
的
な
形
か
ら
な
る
優

雅
で
遊
び
心
の
あ
る
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

作
品
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
生
涯
に
２
０
０
０
点
以
上
の

作
品
を
制
作
し
た
イ
ヌ
カ
イ
は

イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
で
芸
術
家

で
あ
る
両
親
の
も
と
に
生
ま

れ
、
１
９
５
４
年
、
日
本
人
の

父
の
死
後
、
父
へ
の
オ
マ
ー
ジ

ュ
と
し
て
父
の
名
を
引
き
継
い

だ
。
イ
ヌ
カ
イ
は
シ
カ
ゴ
美
術

館
附
属
美
術
大
学
、
そ
の
後
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ

ブ
・
デ
ザ
イ
ン
と
ア
ー
ト
・
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ツ
・
リ
ー
グ
・
オ

ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
学
ん
だ
。

同
展
で
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
作

品
が
一
般
初
公
開
さ
れ
、
イ
ヌ

カ
イ
の
素
材
、
線
、
空
間
に
対

す
る
探
求
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
で
最
も
充
実

し
た
展
覧
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
開
廊
時
間
は
水
曜
〜
日
曜

の
正
午
か
ら
午
後
７
時
。
入

場
料
は
、
一
般
12
ド
ル
、
学

生
・

シ

ニ

ア

10

ド

ル
、

Ｊ

Ｓ

会

員
・

16

歳

以

下

は

無

料
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト http://w

w
w

.
japansociety.org

を
参
照
。

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
：
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
︶
で
開
催
中
の
﹁
キ
ョ
ウ
ヘ

イ
・
イ
ヌ
カ
イ
﹂
展
の
関
連
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
家
族
で
参
加

で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹁
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
ア
ー
ト
・
デ
ー
﹂が
、

16
日
︵
日
︶
午
前
11
時
か
ら
午

後
12
時
15
分
ま
で
行
わ
れ
る
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
に

よ
り
イ
ヌ
カ
イ
の
版
画
や
絵
画

か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

得
て
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
発

展
さ
せ
、
作
品
を
作
り
、
展
覧

会
を
見
な
が
ら
家
族
で
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ
て
デ
ザ
イ

ン
、
創
造
、
ア
ー
ト
を
探
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
。

参
加
費
は
一
般
10
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ

会
員
５
ド
ル
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/

を
参
照
。

子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
16
日
に

Kyohei Inukai, Untitled, 1978 
© Kyohe Inukai. 
Courtesy of Inukai Estate. 
Photograph by Nicholas Knight

ジャパン・ソサエティーで
6 月 25 日まで開催中

キ
ョ
ウ
ヘ
イ
・

イ
ヌ
カ
イ
展

https://japanphilly.org/programs/festivals/cherryblossom/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
http://www.japansociety.org
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NYにお住まいの
自分で稼ぐための
スキルを身につけたいあなたへ

はじめての 副業・起業
スタートアップセミナー

NY会場開催決定！

4/27(木) 19:00~21:00日時

CRE8IVE NYC.会場

134 West 29th Street, 
NY 10001, Floor 2

住所

先着40名様 
参加費無料!!

検索 LIFE SWITCH

お申し込みはコチラから今すぐ!! →

　
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

映
画
部
は
４
月
28
日
︵
金
︶
か

ら
５
月
13
日
︵
土
︶
ま
で
、
グ

ロ
ー
バ
ス
映
画
シ
リ
ー
ズ
の
一

環
と
し
て
﹁
相
米
慎
二
の
世

界
：
不
朽
の
青
春
﹂
と
題
し
た

上
映
会
を
開
催
す
る
。
北
米
初

の
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
︵
回

顧
上
映
︶
と
な
る
同
シ
リ
ー
ズ

は
、
２
０
０
１
年
に
53
歳
の
若

さ
で
亡
く
な
っ
た
相
米
慎
二
の

軌
跡
を
、
４
Ｋ
修
復
版
の
プ
レ

ミ
ア
を
含
む
７
作
品
の
上
映
を

通
し
て
た
ど
る
。

　
﹃
台
風
ク
ラ
ブ
﹄︵
１
９
８
５

年
︶
４
月
28
日
︵
金
︶
午
後
７

時
　
相
米
の
作
品
の
中
で
も
カ

ル
ト
的
人
気
を
誇
る
青
春
映
画

の
金
字
塔
で
、
台
風
の
接
近
と

い
う
出
来
事
に
重
ね
、
思
春
期

の
中
学
生
た
ち
の
苛
立
ち
や
混

乱
を
描
い
た
傑
作
。
出
演
は
工

藤
夕
貴
、
三
浦
友
和
ほ
か
。
上

映
会
後
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ナ

イ
ト
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。

　﹃
シ
ョ
ン
ベ
ン
・
ラ
イ
ダ
ー
﹄

︵
83
年
︶
29
日
︵
土
︶
午
後
２

時
と
５
月
13
日
︵
土
︶
午
後
５

時
　
ヤ
ク
ザ
の
抗
争
に
巻
き
込

ま
れ
た
中
学
生
・
３
人
組
と
彼

ら
を
手
助
け
す
る
一
人
の
中
年

ヤ
ク
ザ
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら

れ
る
冒
険
譚
。出
演
は
藤
竜
也
、

河
合
美
智
子
、永
瀬
正
敏
ほ
か
。

　﹃
ラ
ブ
ホ
テ
ル
﹄︵
85
年
︶
29

日
︵
土
︶
午
後
５
時
　
２
年
を

隔
て
た
出
会
い
と
再
会
を
通

し
、
元
ホ
テ
ト
ル
嬢
と
ワ
ケ
あ

り
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
関
係
を

描
い
た
ロ
マ
ン
ポ
ル
ノ
の
秀

作
。
出
演
は
寺
田
農
、
速
水
典

子
ほ
か
。

　﹃
セ
ー
ラ
ー
服
と
機
関
銃
﹄

︵
81
年
︶　
29
日
︵
土
︶
午
後
７

時
と
５
月
５
日
︵
金
︶
午
後
６

時
　
遠
い
血
縁
関
係
に
あ
る
ヤ

ク
ザ
の
親
分
が
死
に
、
急
に
自

分
が
後
継
ぎ
だ
と
知
ら
さ
れ
た

女
子
高
生
が
、
ヤ
ク
ザ
の
子
分

た
ち
と
対
抗
組
織
に
戦
い
を
挑

む
大
胆
な
ス
ト
ー
リ
ー
で
一
世

を
風
靡
し
た
相
米
の
代
表
作
。

出
演
は
薬
師
丸
ひ
ろ
子
、
渡
瀬

恒
彦
、
風
祭
ゆ
き
ほ
か
。

　﹃
光
る
女
﹄︵
87
年
︶
５
月
５

日
︵
金
︶
午
後
８
時
30
分
と
13

日
︵
土
︶
午
後
２
時
　
東
京
へ

行
っ
た
き
り
帰
ら
な
い
許
嫁
を

探
し
に
、
北
海
道
の
山
奥
か
ら

上
京
し
た
大
男
が
、
歌
を
歌
え

な
く
な
っ
た
ク
ラ
ブ
の
歌
姫
と

恋
に
落
ち
る
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ

ー
。
出
演
は
武
藤
敬
司
、
安
田

成
美
、
秋
吉
満
ち
る
ほ
か
。

　﹃
魚
影
の
群
れ
﹄︵
83
年
︶
５

月
12
日
︵
金
︶
午
後
７
時
　
下

北
半
島
の
漁
港
・
大
間
を
舞
台

に
、
厳
し
い
北
の
海
で
過
酷
な

マ
グ
ロ
漁
に
命
を
懸
け
る
男
た

ち
の
生
き
様
と
そ
れ
を
支
え
る

女
た
ち
の
愛
を
描
い
た
感
動

作
。
出
演
は
緒
形
拳
、
夏
目
雅

子
、
佐
藤
浩
市
ほ
か
。

　﹃
東
京
上
空
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
﹄︵
90
年
︶
５
月
13
日
︵
土
︶

午
後
７
時
30
分
　
事
故
死
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
の
ユ
ウ

は
、
天
国
で
死
神
を
だ
ま
し
て

地
上
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
成

功
す
る
。
牧
瀬
里
穂
の
デ
ビ
ュ

ー
作
と
な
っ
た
相
米
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
作
品
。
ユ
ウ
役
の
牧
瀬

の
他
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
役
を
中

井
貴
一
、
死
神
と
白
雪
の
１
人

２
役
を
笑
福
亭
鶴
瓶
が
演
じ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
◇

　
入
場
料
は
一
般
15
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
12
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
10
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/

映
画
グ
ロ
ー
バ
ス
シ
リ
ー
ズ

﹃
セ
ー
ラ
ー
服
と
機
関
銃
﹄
な
ど

﹁
プ
ラ
ン
75
﹂
Ｎ
Ｙ
で
上
映

早
川
監
督
が
来
米
Ｑ
＆
Ａ

ＩＦＣセンターで21日から

　
早
川
千
絵
監
督
の
映
画
﹃
プ

ラ
ン
75
﹄
が
21
日
︵
金
︶
か
ら

Ｉ
Ｆ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
︵
６
番
街

３
２
３
番
地
︶で
上
映
さ
れ
る
。

　﹃
プ
ラ
ン
75
﹄
は
、
第
75
回 

カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
﹁
あ
る
視

点
﹂部
門
の
カ
メ
ラ
ド
ー
ル︵
新

人
監
督
賞
︶で
特
別
表
彰
さ
れ
、

第
46
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で

脚
本
賞
と
、
主
演
の
倍
賞
千
恵

子
が
主
演
女
優
賞
を
受
賞
。
日

本
で
大
ヒ
ッ
ト
上
映
中
の
話
題

作
。
少
子
高
齢
化
を
課
題
に
し

た
し
た
本
作
は
、
ど
の
よ
う
な

社
会
を
今
後
築
い
て
い
く
か
を

視
聴
者
に
考
え
さ
せ
る
作
品
と

な
っ
て
い
る
。
出
演
は
倍
賞
千

恵
子
、
磯
村
勇
斗
、
た
か
お
鷹
、

河
合
優
実
ほ
か
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
21
日︵
金
︶か
ら
23
日︵
日
︶

ま
で
の
週
末
３
日
間
は
、
早
川

監
督
が
来
米
し
、
上
映
後
の
質

疑
応
答
に
参
加
す
る
予
定
。

　
チ
ケ
ッ
ト
や
上
映
開
始
時
間

は
18
日
よ
り
、
劇
場
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
︵https://w

w
w

.if-
ccenter.com

/film
s/plan-

75/

︶
に
て
公
開
さ
れ
る
。
映

画
の
詳
細
は
日
本
語
の
サ
イ

トhttps://happinet-phan-
tom

.com
/plan75/

を
参
照
。

Sailor Suit and Machine Gun © 1981 Kadokawa Corp.

JSで28日から

https://sobaya.square.site/
https://www.nipponclub.org/
http://kiku-ny.com
https://slinkygroup.com/la/ny/seminar/
http://www.suzukishokudo.com/
https://www.myhappytummyclub.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://japansociety.org/
https://www.ifccenter.com/films/plan-75/
https://happinet-phantom.com/plan75/
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昨

今
、

注

目

を

浴

び

て

い

る

C
hatG

PT

。

短

時

間
で
効
率
的
に
膨
大

な
情
報
を
収
集
し
、

自
然
な
言
語
に
近
い

表
現
で
ま
と
め
る

こ
と
が
可
能
だ
。

そ
こ
で
同
技
術
に

つ
い
て
の
記
事
を

書
か
せ
て
み
た
。

結
果
を
、
そ
の
ま

ま
掲
載
す
る
。

　
　
　
　
　
◇

　
﹁C

h
a

tG
P

T

は

、

O
penA

I

が
開
発
し
た
大

規
模
言
語
モ
デ
ル
で
あ
り
、

G
PT

-3.5

ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
を
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
モ
デ
ル
は
、
自
然
言
語

処
理
︵N

LP

︶
に
お
け
る

最
先
端
技
術
で
あ
り
、
言
語

生
成
、
文
章
の
理
解
、
機
械

翻
訳
、
感
情
分
析
な
ど
の
タ

ス
ク
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。C

hatG
PT

は
、
膨
大

な
量
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
学

習
し
て
お
り
、
そ
の
学
習
デ
ー

タ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
書

籍
、
記
事
、
ブ
ロ
グ
、
ニ
ュ
ー

ス
、
雑
誌
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
な

ど
、
様
々
な
ソ
ー
ス
か
ら
収
集

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
学
習
デ

ー
タ
は
、
数
十
億
の
単
語
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
自
然
言
語
の

構
造
や
パ
タ
ー
ン
を
学
習
し

ま
す
。C

hatG
PT

は
、N

LP

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
使
用
さ

れ
て
お
り
、
特
に
自
然
な
対
話

を
生
成
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。C

hatG
PT

は
、

会
話
の
流
れ
や
文
脈
を
理
解

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
返
答
を

生
成
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

C
hatG

PT

は
、
人
間
と
同
じ

よ
う
に
自
然
な
言
葉
遣
い
で

応
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

C
hatG

PT

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

教
育
、
医
療
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、C

hatG
PT

を
使
用
す

る
こ
と
で
、
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ

ー
ト
の
自
動
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン

講
義
の
改
善
、
医
療
診
断

の
サ
ポ
ー
ト
、
自
然
な
会

話
を
行
う
人
工
知
能
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
開
発
な
ど

が
可
能
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、C

hatG
PT

に
は

い
く
つ
か
の
制
限
も
あ
り

ま
す
。
最
も
大
き
な
制
限

は
、
偏
見
や
差
別
な
ど
の

社
会
的
偏
見
が
学
習
デ
ー

タ
に
含
ま
れ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

C
hatG

PT

は
、
人
工
知

能
で
あ
る
た
め
、
人
間
と

同
じ
よ
う
に
感
情
や
文
脈

を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。総
じ
て
、

C
h

atG
P

T

は
、N

L
P

の
分
野
に
お
い
て
非
常

に
重
要
な
技
術
で
あ
り
、

今
後
ま
す
ま
す
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

C
hatG

PT

は
、
自
然
な
対
話

や
言
葉
遣
い
を
生
成
す
る

能
力
に
優
れ
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
人
工
知

能
を
活
用
す
る
た
め
の
新

た
な
可
能
性
を
開
い
て
い

ま
す
。﹂

こ
れ
に
負
け
る
こ
と
な

く
、
自
身
の
言
葉
で
コ
ラ

ム
を
書
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
邁
進
し
た
い
。

︵
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
︶

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

ChatGPT に記事を書かせてみた。

　
日
本
の
文
化
に
は
四
季
の
移

り
変
わ
り
を
楽
し
む
習
慣
が
濃

厚
に
あ
る
。
ま
ず
は
花
鳥
風
月

を
愛
で
る
こ
と
に
始
ま
り
、
祭

礼
な
ど
の
行
事
、
四
季
折
々
の

食
文
化
が
あ
り
、
季
語
を
詠
み

込
む
俳
句
と
い
う
文
学
ま
で
あ

る
。
こ
う
し
た
季
節
感
は
大
い

に
結
構
と
思
う
が
、
教
育
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
お
け
る
、
い
か
に
も

保
守
的
な
﹁
季
節
感
﹂
に
つ
い

て
は
、
そ
ろ
そ
ろ
再
考
し
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
ず
教
育
に
つ
い
て
は
、
桜

の
季
節
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

わ
せ
た
﹁
絵
﹂
で
子
ど
も
の
成

長
を
感
じ
た
り
、
最
近
は
温
暖

化
で
開
花
が
早
ま
っ
て
い
る
の

で
、
桜
の
咲
く
中
で
卒
業
式
を

し
た
り
す
る
の
は
日
本
独
自
の

文
化
だ
。
こ
ち
ら
も
、
共
同
体

へ
の
帰
属
と
同
調
を
刷
り
込
む

だ
け
で
、
個
の
覚
醒
や
成
長
に

は
効
果
が
薄
い
と
思
う
。
何
よ

り
も
卒
業
に
お
い
て
、
個
人
の

達
成
を
評
価
す
る
要
素
が
少
な

す
ぎ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
春
、

４
月
の
﹁
風
物
詩
﹂
と
い
う
こ

と
で
は
、
企
業
カ
ル
チ
ャ
ー
に

お
け
る
問
題
は
相
当
に
根
深
い

と
言
え
る
。
日
本
の
﹁
カ
イ
シ

ャ
﹂
と
い
う
文
化
は
、
と
に
か

く
こ
こ
ま
で
生
産
性
の
低
さ
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
中
で
は
、

一
旦
解
体
し
て
再
構
成
︵
リ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
︶
す
べ
き
と
思

う
が
、
ま
ず
手
始
め
に
こ
の
４

月
に
起
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
確
認
を
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
今
で
も
多
く
の
企
業

で
は
入
社
式
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
は
、
久
々
に
﹁
対
面
﹂
で

実
施
で
き
る
な
ど
と
話
題
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
、
ま
だ
ま
だ

こ
の
儀
式
は
健
在
だ
。
問
題
は

そ
の
﹁
式
﹂
の
中
身
で
あ
る
。

社
長
が
壇
上
か
ら
訓
示
を
す
る

の
だ
が
、
成
人
式
で
行
わ
れ
る

首
長
の
ス
ピ
ー
チ
と
大
差
な
い

儀
礼
的
な
も
の
が
多
い
。
訓
示

の
内
容
は
２
つ
で
あ
り
、
江
戸

時
代
の
よ
う
に
保
守
的
な
社
会

人
の
心
得
を
説
い
て
い
る
く
せ

に
、
自
分
の
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
を
披
瀝
し
て
﹁
君
た
ち
も

未
来
を
目
指
せ
﹂
な
ど
と
語
る

中
で
見
事
に
自
己
矛
盾
を
演
じ

つ
つ
、
喋
っ
て
い
る
社
長
自
身

は
そ
の
矛
盾
に
気
づ
か
な
い
の

が
﹁
お
決
ま
り
﹂
と
な
っ
て
い
る
。

　
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
近
年
の

入
社
式
に
は
﹁
保
護
者
﹂
を
招

待
す
る
企
業
が
多
い
と
い
う
。

保
護
者
に
﹁
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
﹂

だ
と
思
わ
れ
て
、
入
社
早
々
に

退
職
を
勧
め
ら
れ
て
は
大
変
な

の
で
、
好
感
を
持
っ
て
も
ら
う

の
が
目
的
で
、
企
業
と
し
て
は

必
死
の
工
夫
だ
と
い
う
の
だ

が
、
奇
妙
な
話
だ
。

　
新
入
社
員
は
ま
だ
い
い
が
、

中
堅
社
員
に
な
る
と
４
月
は
人

事
異
動
、
具
体
的
に
は
転
勤
や

昇
格
人
事
の
季
節
で
あ
る
。
ま

ず
転
勤
に
つ
い
て
は
、
夫
婦
共

働
き
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
現

在
の
日
本
で
は
、
異
動
に
は
単

身
赴
任
と
い
う
国
際
的
に
は
他

に
例
を
見
な
い
習
慣
が
重
な
っ

て
い
る
。
政
治
家
も
﹁
家
庭
を

大
事
に
す
る
の
が
日
本
の
美

風
﹂
だ
な
ど
と
説
く
の
で
あ
れ

ば
、
ま
ず
こ
の
悪
習
、
つ
ま
り

本
人
の
望
ま
な
い
勤
務
地
へ
異

動
は
禁
止
す
る
よ
う
な
提
案
を

す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
昇
格
人
事
に
一
喜
一
憂
す
る

の
も
お
か
し
な
話
だ
。
管
理
職

は
管
理
の
プ
ロ
が
任
命
さ
れ
る

べ
き
で
、
過
去
の
業
績
へ
の
報

奨
と
し
て
管
理
ポ
ス
ト
を
与
え

る
と
い
う
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス

だ
。
つ
ま
り
、
本
人
も
組
織
も

不
幸
に
し
、
最
終
的
に
は
企
業

を
衰
退
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

に
、
い
い
加
減
気
づ
く
べ
き
だ

ろ
う
。

　
入
社
式
や
人
事
異
動
と
並
行

し
て
、
こ
の
４
月
と
い
う
の
は

多
く
の
企
業
で
は
決
算
シ
ー
ズ

ン
に
当
た
る
。
こ
の
決
算
と
い

う
の
も
、
日
本
企
業
の
場
合
は

大
い
に
問
題
あ
り
だ
。
ま
ず
、

４
月
に
決
算
の
作
業
を
行
う
企

業
は
３
月
末
が
決
算
期
で
あ
り

年
度
の
会
計
を
〆
る
。
そ
の
結

果
を
公
表
す
る
の
は
い
つ
か
と

い
う
と
、
実
は
１
か
月
半
後
の

５
月
中
旬
と
い
う
場
合
が
多

い
。
こ
れ
は
非
公
式
な
短
信
で

あ
り
、
正
式
な
数
字
を
報
告
す

る
株
主
総
会
は
６
月
末
と
い
う

ス
ロ
ー
ぶ
り
で
あ
る
。

　
ど
う
し
て
遅
れ
る
の
か
と
い

う
と
、在
庫
管
理
や
売
上
計
上
、

売
掛
金
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て

多
く
の
企
業
で
は
、
日
次
、
月

次
の
管
理
が
緩
い
た
め
に
、
決

算
期
に
正
確
な
数
字
が
す
ぐ
に

出
せ
な
い
か
ら
だ
。
こ
れ
に
加

え
て
、
ど
う
し
て
も
節
税
し
た

い
と
か
、
反
対
に
利
益
を
見
せ

て
株
主
を
安
心
さ
せ
た
い
な
ど

の
動
機
か
ら
、
決
算
期
に
﹁
悪

あ
が
き
﹂を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
現
場
が
貸
借
対
照
表

を
理
解
し
な
い
の
で
、
決
算
の

作
業
そ
の
も
の
が
難
航
す
る
場

合
も
多
い
。

　
そ
ん
な
中
で
、
世
界
で
は
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
四
半
期

決
算
を
止
め
よ
う
と
か
、
四
半

期
ご
と
の
発
表
は
非
公
式
の
短

信
で
い
い
な
ど
と
い
う
甘
え
た

日
本
の
カ
イ
シ
ャ
改
革
は
４
月
の
行
事
見
直
し
か
ら

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦
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話
が
日
本
で
は
横
行
し
て
い

る
。
そ
の
方
が
﹁
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
︵
持
続
可
能
︶﹂
だ
な
ど
と

い
う
議
論
ま
で
あ
る
の
で
笑
止

千
万
だ
。
国
際
会
計
基
準
を
理

解
し
、
世
界
中
ど
こ
で
も
使
っ

て
い
る
会
計
ソ
フ
ト
を
忠
実
に

運
用
し
、
経
営
幹
部
以
下
が
決

算
期
の
例
外
的
な
会
計
操
作
を

止
め
れ
ば
済
む
話
で
あ
る
。
毎

月
の
月
次
決
算
を
３
つ
足
せ
ば

四
半
期
決
算
に
な
り
、
１
年
分

を
足
せ
ば
年
度
の
決
算
に
な
る

の
が
当
然
で
あ
り
、
コ
ソ
コ
ソ

と
﹁
鉛
筆
な
め
な
め
﹂
２
か
月

も
か
け
て
決
算
を
や
る
か
ら
、

生
産
性
が
上
が
ら
な
い
の
だ
。

　
多
く
の
企
業
が
新
年
度
を
迎

え
る
４
月
、
恒
例
に
な
っ
て
い

る
行
事
の
多
く
を
徹
底
的
に
見

直
す
ス
タ
ー
ト
の
季
節
に
し
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

　
昨
年
ブ
ロ
ン
ク
ス
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
３
区

で
人
口
が
著
し
く
減
少
し
た
一

方
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
人
口

は
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
、

米
国
勢
調
査
局
が
３
月
30
日
に

公
表
し
た
デ
ー
タ
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。 

　
２
０
２
０
年
７
月
１
日
ま

で
の
12
か
月
間
で
、
ク
イ
ー

ン
ズ
の
人
口
が
５
万
１
１
２

人
減
で
、
同
数
値
は
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
郡
︵
９
万
７
０
４
人

減
︶
、
シ
カ
ゴ
の
ク
ッ
ク
郡

︵
６
万
８
３
１
４
人
減
︶
に

次
ぎ
米
国
内
で
３
位
だ
っ

た
。
Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
次
い
で
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
キ
ン
グ
ス
郡

Ｎ
Ｙ
市
３
区
で
人
口
激
減

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区
は
増
加

︵
４
万
６
９
７
０
人
減
︶
、
ブ
ロ

ン
ク
ス
郡
︵
４
万
１
１
４
３
人

減
︶
、
ス
タ
テ
ン
島
リ
ッ
チ
モ

ン
ド
郡
︵
２
３
５
１
人
減
︶
と

な
っ
て
い
る
。
21
年
に
約
10
万

人
が
転
出
し
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

は
区
と
し
て
は
唯
一
減
少
が
な

く
、
人
口
は
１
万
７
４
７
２
人

増
加
し
た
。 

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
人
口
増
の

原
因
は
主
に
国
内
外
か
ら
の

移
住
者
で
、
転
出
先
か
ら
戻

っ
て
き
た
市
民
２
９
０
８
人

に
対
し
、
海
外
か
ら
の
移
住

者
の
純
増
化
は
１
万
９
４
７

人
、
そ
し
て
出
生
数
か
ら
死

亡
件
数
を
引
い
た
３
２
９
２

人
が
含
ま
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ

市
全
体
の
人
口
に
関
し
て
は
、

12
万
３
１
０
４
人
減
少
し
現

在
は
８
３
３
万
５
８
９
７
人

で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
比
で

46
万
８
２
９
７
人
減
と
な
っ
て

い
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
人
口

増
に
関
し
同
局
は
、
滞
在
許
可

証
の
な
い
移
民
や
難
民
申
請
者

が
流
入
し
た
た
め
と
説
明
し
て

い
る
が
、
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム

ス
同
市
長
は
﹁
移
民
の
流
入
は

22
年
春
に
始
ま
っ
た
﹂と
し﹁
コ

ロ
ナ
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
回
復

力
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た

ち
が
戻
っ
て
き
た
こ
と
が
主
な

理
由
で
あ
る
﹂
と
反
論
し
て
い

る
。
同
期
間
、
米
国
内
で
最
も

人
口
増
加
が
著
し
か
っ
た
郡
の

上
位
10
位
の
う
ち
、
６
郡
は
テ

キ
サ
ス
州
、
３
郡
は
フ
ロ
リ
ダ

州
だ
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
ス
カ
イ
ト
ラ
ッ

ク
ス
社
が
発
表
し
た
国
際
空
港

評
価
﹁
ワ
ー
ル
ド
・
エ
ア
ポ
ー

ト
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
３
﹂
で
、

羽
田
空
港
と
成
田
国
際
空
港
が

﹁
世
界
の
ベ
ス
ト
空
港
﹂
部
門

で
ト
ッ
プ
10
入
り
し
た
。
世
界

の
５
０
０
以
上
の
空
港
を
対
象

に
し
た
国
際
空
港
評
価
で
、
22

年
８
月
か
ら
23
年
２
月
ま
で
の

６
か
月
間
に
１
０
０
か
国
以
上

の
顧
客
調
査
を
実
施
。
空
港
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
出
発
到
着
、

乗
り
継
ぎ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
小

売
店
の
充
実
度
、
出
入
国
管
理

な
ど
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
評
価
指
標
に
よ

り
ラ
ン
ク
付
け
し
た
も
の
。

　
羽
田
空
港
は
総
合
評
価
で
、

１
位
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン

ギ
空
港
、
２
位
ド
ー
ハ
の
ハ
マ

ド
国
際
空
港
に
続
く
３
位
。
清

潔
さ
な
ど
を
評
価
す
る
部
門
で

は
８
年
連
続
１
位
、
国
内
線
空

港
総
合
評
価
部
門
で
も
国
内
線

エ
リ
ア
の
使
い
や
す
さ
や
快
適

性
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
11
年
続

け
て
１
位
と
な
っ
た
。
ま
た
、

移
動
時
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と

す
る
客
へ
の
対
応
を
評
価
す

る
﹁W

orld's B
est PR

M
 / 

A
ccessible Facilities

﹂
部

門
で
も
５
年
連
続
１
位
に
選
ば

れ
た
。
成
田
空
港
は
昨
年
度
４

位
だ
っ
た
が
、
今
年
度
は
９
位

だ
っ
た
。
ま
た
、
関
西
国
際
空

港
が
15
位
、
中
部
国
際
空
港
が

16
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

世界の空港調査

羽田空港が高評価

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
歴
史
問
題
研

究
会
は
27
日
︵
木
︶
午
後
６
時

か
ら
元
衆
議
院
議
員
、
西
村
眞

悟
氏
の
講
演
会
を
五
番
街
の
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
で
開

催
す
る
。
西
村
氏
は
弁
護
士
、

衆
議
院
議
員
︵
6 

期
︶、
防
衛

政
務
次
官
︵
小
渕
内
閣
︶、
衆

議
院
海
賊
行
為
へ
の
対
処
国
際

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
及
び
我
が

国
の
協
力
支
援
活
動
等
に
関
す

る
特
別
委
員
長
、
民
社
党
中
央

執
行
委
員
・
国
際
局
長
、
自
由

党
内
閣
部
会
長
・
代
議
士
会
会

長
・
大
阪
府
連
会
長
、
太
陽
の

党
代
表
な
ど
を
歴
任
。
横
田
め

ぐ
み
さ
ん
拉
致
問
題
を
衆
院
予

算
委
員
会
で
初
め
て
取
り
上

げ
、
ま
た
尖
閣
諸
島
に
国
会
議

員
と
し
て
初
め
て
上
陸
す
る

な
ど
、
行
動
力
を
持
っ
た
保

守
の
論
客
と
し
て
知
ら
れ
る
。

２
０
１
８
年
旭
日
重
光
章
を
受

賞
。
演
題 

は
﹁
嗚
呼
、
誰
か

邦
家
萬
古
の
伝
統
を
想
は
ざ

る
﹂。
会
場
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ

ィ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
か
つ
て
日
露

戦
争
時
に
、
時
の
首
相
伊
藤
博

文
の
命
で
渡
米
し
た
金
子
堅
太

郎
︵
後
の
枢
密
院
顧
問
︶
が
内

Ｎ
Ｙ
歴
史
問
題
研
究
会
が
27
日

西
村
元
衆
議
院
議
員
講
演
会

外
情
勢
、
日
本
の
大
義
、
日
本

人
の
決
意
を
２
０
０
人
を
超
え

る
米
政
財
界
人
を
前
に
堂
々
と

演
説
し
た
由
緒
あ
る
建
物
。
ド

レ
ス
コ
ー
ド
が
あ
り
男
性
は
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
に
ネ
ク
タ
イ
、
女
性

も
そ
れ
に
準
ず
る
格
好
。
会
費 

１
０
０ 

ド
ル
︵
食
事
・
飲
物

代
込
み
︶ 

申
込
み
、
問
い
合
わ

せ

は rekishikenkyuny@
gm

ail.com
 

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.egawanakaba.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
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高
音
質
を
見
直
し

若
者
人
気
も
後
押
し

レコード売り上げCD抜く
　
レ
コ
ー
ド
盤
の
米
国
内
の
売

上
が
昨
年
、
１
９
８
７
年
以
来

初
め
て
Ｃ
Ｄ
の
売
上
を
上
回
っ

た
こ
と
を
こ
の
ほ
ど
、
ア
メ
リ

カ
レ
コ
ー
ド
協
会
︵
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ａ
︶

が
報
告
し
た
。 

　
２
０
２
２
年
の
音
楽
市
場
は

84
％
を
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
占

め
、
物
理
媒
体
で
の
売
上
は
わ

ず
か
11
％
だ
っ
た
が
、
レ
コ
ー

ド
盤
の
売
上
は
16
年
連
続
で
伸

び
続
け
て
お
り
、
昨
年
の
売
上

は
Ｃ
Ｄ
の
３
３
０
０
万
枚
に
対

し
４
１
０
０
万
枚
だ
っ
た
。
Ｃ

Ｄ
の
売
上
は
前
年
比
で
18
％
減

だ
っ
た
一
方
、
物
理
媒
体
の
約

75
％
を
占
め
る
レ
コ
ー
ド
盤
は

17
％
増
で
１
２
０
億
ド
ル
を
売

り
上
げ
た
。 

　
同
協
会
の
ミ
ッ
チ
・
グ
レ
イ

ザ
ー
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
同
傾
向

に
関
しM

edium

上
の
投
稿

で
﹁
音
楽
愛
好
家
た
ち
は
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
レ
コ
ー
ド

盤
が
提
供
す
る
高
音
質
と
明
確

な
繋
が
り
を
さ
ら
に
求
め
、
レ

ー
ベ
ル
は
そ
の
需
要
に
素
直

に
、
専
売
権
や
特
別
復
刻
版
、

美
し
く
手
掛
け
ら
れ
た
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
と
デ
ィ
ス
ク
で
絶
え
間
な

く
応
え
て
い
る
。
昨
年
の
レ
コ

ー
ド
盤
の
売
上
は
驚
く
べ
き
増

加
で
、
現
代
の
音
楽
市
場
で
も

常
連
と
し
て
定
着
し
て
い
く
だ

ろ
う
﹂
と
話
し
て
い
る
。
ま
た

10
日
付
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ラ
ジ
オ
︵
Ｎ
Ｒ
Ｐ
︶

の
記
事
は
、
ア
デ
ル
や
テ
イ
ラ

ー
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
な
ど
の
人
気

歌
手
た
ち
が
近
年
レ
コ
ー
ド
盤

を
発
売
し
て
お
り
、
若
者
世
代

の
レ
コ
ー
ド
盤
に
対
す
る
関
心

を
引
き
付
け
て
い
る
と
伝
え
て

い
る
。

　
第
41
回
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会

が
24
日
︵
月
︶
午
後
６
時
30
分

か
ら
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の

R
E

SO
B

O
X

︵
東
３
丁
目

91

番
地
︶
で
開
催
さ
れ
る
。

　
今
会
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
小
西
翔
さ
ん
。
小
西
さ
ん

は
１
９
９
１
年
、高
知
県
出
身
。

東
京
モ
ー
ド
学
園
高
度
専
門
士

コ
ー
ス
卒
業
後
、
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
Ｎ
Ｙ
へ

渡
り
、
複
数
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

元
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
経

験
を
積
む
。
２
０
１
７
年
パ

リ
のParis C

ollege of A
rt 

H
aute T

echnology
 and 

H
aute C

outure F
ashion 

D
esign

首
席
卒
業
。
21
年
の

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式

で
は
、
布
袋
寅
泰
氏
の
衣
装
な

ど
も
担
当
。
23
年
に
東
京
・
帝

国
劇
場
で
初
演
さ
れ
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
﹃
チ
ャ
ー
リ
ー
と
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
工
場
﹄
の
衣
装
も
担

当
す
る
。
定
員
30
人
。

　
参
加
費
は
一
般
20
ド
ル
、
学

生
10
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
・
予

約
は
Ｅ
メ
ー
ルny.entam

e@
gm

ail.com

ま
で
。
ま
た
は

Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジhttps://

n
y

japan
en

tertain
m

en
t.

w
ixsite.com

/hom
e

か
ら
。

第 41 回ＮＹエンタメの会

ゲストに小西翔さん
24 日イーストビレッジで

　
乳
が
ん
・
婦
人
科
が
ん
患

者
サ
ポ
ー
ト
団
体Japanese 

SH
A

R
E

は
3
月
30
日
付
で

２
０
１
３
年
か
ら
続
け
て
き
た

患
者
と
そ
の
家
族
へ
の
サ
ポ
ー

ト
活
動
を
終
了
し
た
。
解
散

理
由
と
し
て
、
母
体
で
あ
る

SH
A

R
E

 C
ancer Suppor

が
経
済
的
な
問
題
に
よ
り

Japanese SH
A

R
E

 

の
活
動

を
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
通
達
し
た
こ
と
に
よ
る
。
婦

人
科
が
ん
経
験
者
で
企
業
研
究

者
の
清
水
佐
紀
さ
ん
、
婦
人
科

腫
瘍
専
門
医
の
鈴
木
幸
雄
医

師
、
中
心
と
な
っ
て
き
た
ブ
ロ

デ
ィ
ー
愛
子
さ
ん
、
老
年
科
専

門
医
の
山
田
悠
史
医
師
と
、
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
ス

ペ
シ
ャ
ル
ニ
ー
ズ
・
ア
ド
ボ
ケ

ー
ト
の
倉
本
美
香
さ
ん
を
加

え
、
長
島
・
大
野
・
常
松
法
律

事
務
所
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
オ
フ

ィ
ス
共
同
代
表
の
大
久
保
涼
弁

護
士
ら
が
協
力
し
、
在
米
日
本

人
の
健
康
と
医
療
を
支
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
作
り
を
ミ
ッ
シ

ョ
ン
と
す
るFlatJP Inc.

︵
通

称
・
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
・
ふ
ら
っ
と
︶

を
設
立
し
た
。

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
シ
ェ
ア
解
散

フ
ラ
ッ
ト
に
変
更
し
再
出
発

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　
ア
メ
リ
カ
国
務
省
は
先
日

学
生
ビ
ザ
︵
Ｆ
ビ
ザ
と
Ｍ
ビ

ザ
︶
の
新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
発
表
し
ま
し
た
。
２
０
２
３

年
２
月
23
日
よ
り
学
校
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
始
日
の
３
６
５
日
前
か

ら
ビ
ザ
の
申
請
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
の

１
２
０
日
前
と
い
う
制
限
が
大

幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　
ビ
ザ
申
請
プ
ロ
セ
ス
に
必
要

な
Ｉ- 

20
フ
ォ
ー
ム
も
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
始
日
の
12
〜
14
か
月
前

に
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
学

生
に
十
分
な
準
備
時
間
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ビ
ザ
取
得
に
は

い
く
つ
か
の
手
順
に
従
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
申
請
者
は
、Student 

an
d E

x
ch

an
g

e V
isitor 

Program

︵
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｐ
︶
に

よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ

の
学
校
に
入
学
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
承
認
さ
れ
た
後
、

Student and E
x

change 
V

isitor Inform
ation Sys-

tem

︵
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
︶
に
登
録

す
る
た
め
の
料
金
を
支
払
い
、

被
扶
養
者
を
含
め
Ｉ- 

20
フ
ォ

ー
ム
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
後
Ｄ
Ｓ-

１
６
０

フ
ォ
ー
ム
︵
非
移
民
ビ
ザ
申
請

書
︶
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
成

さ
せ
、
ビ
ザ
申
請
料
を
支
払
い

ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
日
の

３
６
５
日
以
内
に
な
る
と
、
オ

ン
ラ
イ
ン
か
ら
ロ
グ
イ
ン
し
、

ビ
ザ
の
予
約
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ビ
ザ
申
請
プ
ロ
セ
ス
中
、
学

生
と
被
扶
養
者
は
米
国
大
使
館

︵
領
事
館
︶
で
面
接
を
受
け
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
面
接
職
員

に
よ
っ
て
申
請
者
が
学
生
ビ
ザ

の
取
得
の
資
格
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
と
、
指
紋
ス
キ
ャ
ン
を

し
申
請
者
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
ビ

ザ
ス
タ
ン
プ
を
押
し
ま
す
。
申

請
者
は
ビ
ザ
ス
タ
ン
プ
の
つ
い

た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
郵
送
で
受
け

取
る
、
も
し
く
は
受
け
取
り
に

行
き
ま
す
。

　
新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
発

表
に
よ
っ
て
、
学
生
が
ビ
ザ
申

請
に
今
ま
で
よ
り
多
く
の
時
間

が
与
え
ら
れ
、
十
分
な
時
間
の

中
で
準
備
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ス
ム
ー
ズ
な
ビ
ザ

申
請
プ
ロ
セ
ス
を
確
実
に
す
る

た
め
に
適
切
な
手
順
と
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
従
う
こ
と
が
重
要
で

す
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

学
生
ビ
ザ
に
関
す
る

新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
音
楽
家
の
坂
本
龍
一
さ
ん
の

死
は
、
瞬
く
間
に
世
界
に
広
が

っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
紙
は
音
楽
活
動
か
ら
私
生

活
、﹁
反
核
活
動
家
﹂
だ
っ
た

こ
と
も
含
め
、
そ
の
人
生
を
詳

細
に
綴
っ
て
い
る
︵
１
面
に
記

事
︶。

　
Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
﹁
オ
ス
カ
ー
受
賞

者
﹂を
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
に
入
れ
、

Ａ
Ｐ
通
信
も
﹁
音
楽
家
、
映
画

音
楽
作
曲
家
の
坂
本
龍
一
さ
ん

死
去
﹂
と
速
報
し
た
。
米
国
で

坂
本
さ
ん
は
、
１
９
８
３
年
の

映
画
﹁
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス

マ
ス
﹂
へ
の
出
演
と
音
楽
で
注

目
さ
れ
、
１
９
８
７
年
の
映
画

﹁
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
﹂
で
オ

ス
カ
ー
と
グ
ラ
ミ
ー
の
両
賞
を

受
賞
。﹁
シ
ェ
ル
タ
リ
ン
グ
・

ス
カ
イ
﹂︵
１
９
９
０
年
︶、﹁
リ

ト
ル
・
ブ
ッ
ダ
﹂︵
１
９
９
３

年
︶
な
ど
の
ほ
か
、
近
年
で
は

２
０
１
５
年
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・

デ
ィ
カ
プ
リ
オ
主
演
の
映
画

﹁﹁
レ
ヴ
ェ
ナ
ン
ト
：
蘇
え
り
し

者
﹂
の
映
画
音
楽
を
担
当
し
た

こ
と
で
一
般
に
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
１
９
７
８
年
に
結
成

さ
れ
米
国
で
も
成
功
を
収
め
た

イ
エ
ロ
ー
・
マ
ジ
ッ
ク
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
︵
Ｙ
Ｍ
Ｏ
︶
の
キ
ー

ボ
ー
ド
奏
者
と
し
て
活
躍
し
た

こ
と
を
強
調
す
る
メ
デ
ィ
ア
も

多
か
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ

ス
ト
紙
は
﹁
境
界
の
な
い
作
曲

家
﹂
と
し
、﹁
彼
の
生
み
出
し

た
テ
ク
ノ
ポ
ッ
プ
が
任
天
堂
の

ゲ
ー
ム
音
楽
に
も
影
響
を
与
え

た
﹂
と
紹
介
し
て
い
る
。
音
楽

誌
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
誌

は
﹁
日
本
の
電
子
音
楽
の
パ
イ

オ
ニ
ア
﹂
で
あ
り
﹁
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
系
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

た
﹂
と
し
て
い
る
。
Ｙ
Ｍ
Ｏ
は

１
９
８
０
年
の
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア

ー
中
に
﹁
ソ
ウ
ル
ト
レ
イ
ン
﹂

に
も
出
演
し
た
。
ビ
ル
ボ
ー
ド

誌
も
﹁
オ
ス
カ
ー
受
賞
作
曲
家

で
イ
エ
ロ
ー
・
マ
ジ
ッ
ク
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
﹂
と

の
タ
イ
ト
ル
で
報
じ
た
。
３
人

組
の
Ｙ
Ｍ
Ｏ
の
ド
ラ
マ
ー
だ
っ

た
高
橋
幸
宏
さ
ん
が
今
年
１
月

11
日
の
70
歳
で
他
界
し
て
お

り
、
そ
れ
に
続
く
メ
ン
バ
ー
の

死
去
と
な
っ
た
。
ビ
ル
ボ
ー
ド

誌
は
音
楽
的
経
歴
は
も
ち
ろ

ん
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
な
ど
と
同

様
に
政
治
的
活
動
の
こ
と
に
も

触
れ
、﹁
平
和
主
義
者
お
よ
び

環
境
活
動
家
と
し
て
の
足
跡
も

残
し
た
﹂
と
評
し
て
い
る
。

１
日
で
Ｌ
Ｐ
50
枚
完
売

　　
日
本
で
70
年
代
、
80
年
代
に

発
売
さ
れ
た
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
を

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
販
売
し
て
い

る
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
レ
コ
ー
ド
︵176  

B
O

R
IN

Q
U

E
N

 P
L

A
C

E
 

B
R

O
O

K
L

Y
N

、

電

話

９
１
７
・
９
０
９
・
１
９
０
２
、

営
業
時
間
木
曜
〜
日
曜
、
午
後

１
時
か
ら
８
時
︶
に
は
、
坂
本

の
訃
報
が
飛
び
込
ん
だ
２
日
か

ら
全
米
の
フ
ァ
ン
か
ら
の
注
文

が
殺
到
し
た
。

　
ラ
イ
デ
ィ
ー
ン
な
ど
の
ヒ
ッ

ト
曲
が
収
録
さ
れ
た
イ
エ
ロ
ー

マ
ジ
ッ
ク
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
Ｌ

Ｐ
が
１
日
で
店
内
在
庫
１
枚
だ

け
を
残
し
て
50
枚
が
売
れ
、
翌

日
ま
で
に
全
米
か
ら
さ
ら
に
ネ

ッ
ト
で
１
０
０
枚
の
オ
ー
ダ
ー

が
入
っ
た
。
同
店
は
東
京
に
本

社
が
あ
り
、
日
本
で
販
売
さ
れ

た
当
時
の
Ｌ
Ｐ
を
ほ
ぼ
新
品
に

近
い
綺
麗
な
状
態
で
日
本
か
ら

輸
入
し
て
い
る
た
め
、
狭
い
店

内
は
坂
本
の
Ｌ
Ｐ
を
求
め
る
フ

ァ
ン
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
翌

日
、
空
い
た
棚
に
坂
本
の
さ
ま

ざ
ま
な
Ｌ
Ｐ
を
並
べ
な
が
ら
店

長
の
間
宮
祐
一
さ
ん
︵
46
︶
は

﹁
本
当
に
古
い
時
代
か
ら
の
坂

本
龍
一
の
Ｌ
Ｐ
が
あ
っ
て
、
ア

メ
リ
カ
人
の
お
客
さ
ん
は
皆
さ

ん
驚
か
れ
、
新
品
な
の
か
っ
て

聞
か
れ
ま
す
が
、
日
本
人
は
レ

コ
ー
ド
を
大
切
に
扱
っ
て
い
る

か
ら
、
こ
の
状
態
を
保
て
て
い

る
﹂
と
答
え
て
い
る
と
い
う
。

坂本龍一の LP に全米から注文が殺到しているＦＡＣＥレコード店

ブルックリンからマンハッタンに進出した老舗レコード店 ROUGH TRADE

全
米
各
紙
﹁
世
界
の
坂
本
﹂
死
悼
む

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
レ
コ
ー
ド
店
に
フ
ァ
ン
殺
到

tel:9175773969
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://kkobo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://nyjapanentertainment.wixsite.com/home
mailto:ny.entame@gmail.com
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税

金

特

集

⑨

税
額
控
除

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　
米
国
の
確
定
申
告
で
は
一
定

の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、
税

額
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
課

税
所
得
に
税
率
を
か
け
て
算
出

さ
れ
た
支
払
う
べ
き
税
額
か
ら

直
接
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
影
響
の
大
き
い
控
除
と

な
り
ま
す
。
税
額
控
除
の
う
ち

外
国
税
額
控
除
、
子
女
世
話
費

税
額
控
除
、
教
育
費
税
額
控
除
、

子
女
税
額
控
除
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

▽
外
国
税
額
控
除

　
米
国
で
課
税
さ
れ
る
所
得
が

外
国
で
も
課
税
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
二
重

課
税
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
所
得

税
は
、
外
国
税
額
控
除
を
申
請

す
る
こ
と
で
そ
の
支
払
っ
た
外

国
税
額
の
全
額
ま
た
は
一
部
を

控
除
申
請
で
き
ま
す
。
外
国
税

額
控
除
は
、
ま
ず
所
得
の
種
類

に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
外
国
所

得
に
諸
控
除
を
按
分
し
て
外
国

源
泉
所
得
を
算
出
し
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
外
国
源
泉
所
得
の
全

米
国
課
税
所
得
に
対
す
る
割
合

を
米
国
所
得
税
額
に
掛
け
合
わ

せ
た
金
額
を
限
度
と
し
て
税
額

控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

計
算
はForm

 1116

上
で
示

し
、Form

 1040 

と
共
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
税

額
控
除
が
取
れ
な
か
っ
た
外
国

税
額
の
繰
戻
は
１
年
間
、
繰

越
は
10
年
ま
で
認
め
ら
れ
ま

す
。
控
除
税
額
が
夫
婦
合
算
申

告
で
６
０
０
ド
ル
、
独
身
申
告

で
３
０
０
ド
ル
以
下
で
、
外
国

所
得
が
利
子
所
得
や
配
当
金
な

ど
の
投
資
所
得
の
み
で
あ
り
、

且
つ
そ
れ
ら
が
全
てForm

 

1099

な
ど
に
よ
り
報
告
を
受

け
て
い
る
場
合
に
はForm

 
1116

の
提
出
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
の
簡
便
法

を
選
択
し
た
場
合
は
、
繰
越
の

適
用
は
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に

注
意
が
必
要
で
す
。

▽
子
女
世
話
費
税
額
控
除

　
仕
事︵
パ
ー
ト
タ
イ
ム
も
可
︶

を
持
つ
独
身
ま
た
は
共
稼
ぎ
の

夫
婦
が
、
扶
養
家
族
で
あ
る
12

歳
以
下
の
子
供
︵
年
の
途
中
で

13
歳
に
な
っ
た
場
合
に
は
13
歳

に
な
る
時
ま
で
︶、障
害
者
︵
配

偶
者
を
含
む
︶、
あ
る
い
は
老

人
な
ど
の
た
め
に
世
話
費
︵
ベ

ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
デ
イ
ケ
ア
、

ナ
ー
サ
リ
ー
、
看
護
人
な
ど
の

費
用
︶
を
支
払
っ
た
場
合
、
一

定
額
ま
で
税
額
控
除
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
12
歳
以
下
の
子
供
が

１
人
の
場
合
は
年
間
世
話
費
上

限
額
は
３
０
０
０
ド
ル
、
２

人
以
上
の
場
合
は
６
０
０
０

ド
ル
で
、
調
整
総
所
得
に
応

じ
て
世
話
費
上
限
額
の
20
％
か

ら
35
％
相
当
額
が
税
額
控
除
と

な
り
ま
す
。
調
整
総
所
得
が

４
万
４
０
０
０
ド
ル
以
上
に
な

る
と
20
％
が
適
用
と
な
り
、
子

供
１
人
の
場
合
で
６
０
０
ド
ル

︵
３
０
０
０
ド
ル 

× 

20
％
︶、

子
供
２
人
の
場
合
で
１
２
０
０

ド
ル
︵
６
０
０
０
ド
ル 

× 

20

％
︶の
税
額
控
除
と
な
り
ま
す
。

夫
婦
共
稼
ぎ
の
場
合
は
原
則
と

し
て
夫
婦
合
算
申
告
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
支
払

先
の
氏
名
︵
組
織
名
︶、
住
所
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

番
号︵
組
織
の
連
邦
Ｉ
Ｄ
番
号
︶

を
報
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

▽
教
育
費
税
額
控
除

ａ
　
ア
メ
リ
カ
教
育
費
支
援
税

額
控
除

　
大
学
等
の
学
費
や
登
録
費
用

に
限
っ
て
︵
学
生
寮
の
寮
費
や

医
療
費
、
交
通
費
は
対
象
外
︶、

最
高
２
５
０
０
ド
ル
︵
該
当
費

用
の
う
ち
最
初
の
２
０
０
０
ド

ル
全
額
と
次
の
２
０
０
０
ド
ル

の
25
％
に
あ
た
る
５
０
０
ド

ル
の
合
計) 

ま
で
税
額
控
除
が

で
き
ま
す
。
ま
た
40
％
ま
で
の

税
額
控
除
が
還
付
給
付
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
適
用
条
件
は

高
校
卒
業
後
４
年
間
ま
で
が
対

象
で
す
。
こ
の
税
額
控
除
を
受

け
る
に
は
学
位
取
得
を
目
的
と

し
、
少
な
く
と
も
フ
ル
タ
イ
ム

の
学
生
と
し
て
の
必
要
在
籍
数

の
半
数
以
上
に
登
録
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
夫
婦
合
算

申
告
を
す
る
場
合
に
は
調
整
総

所
得
が
16
万
ド
ル
︵
独
身
申
告

８
万
ド
ル
︶
を
超
え
る
納
税
者

は
控
除
額
が
減
額
さ
れ
、
18
万

ド
ル
︵
独
身
申
告
９
万
ド
ル
︶

を
超
え
る
と
こ
の
税
額
控
除
の

恩
恵
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ｂ
　
生
涯
学
習
税
額
控
除

　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
的
と

し
た
大
学
・
大
学
院
お
よ
び
専

門
学
校
に
支
払
う
学
費
は
、
申

告
書
一
つ
に
つ
き
２
０
０
０
ド

ル
を
上
限
に
税
額
控
除
が
で
き

ま
す
。
夫
婦
合
算
申
告
を
す
る

場
合
に
は
調
整
総
所
得
が
16
万

ド
ル
︵
独
身
申
告
８
万
ド
ル
︶

を
超
え
る
納
税
者
は
控
除
額
が

減
額
さ
れ
、
18
万
ド
ル
︵
独
身

申
告
９
万
ド
ル
︶
を
超
え
る
と

こ
の
税
額
控
除
の
恩
恵
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ア
メ
リ
カ
教
育
費
支
援
税
額

控
除
と
生
涯
学
習
税
額
控
除
の

恩
恵
は
、
重
複
し
て
受
け
る
こ

と
や
、
ま
た
夫
婦
個
別
申
告
を

選
択
す
る
納
税
者
に
対
し
て
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日

本
の
大
学
に
通
う
米
国
非
居
住

者
の
子
女
は
扶
養
家
族
と
し
て

認
め
て
も
ら
え
な
い
た
め
、
右

記
の
税
額
控
除
は
適
用
に
な
り

ま
せ
ん
。

▽
子
女
税
額
控
除

　
年
末
に
お
い
て
17
歳
未
満

の “

適
格
子
女”

の
条
件
を
満

た
す
扶
養
家
族
１
人
に
つ
き

２
０
０
０
ド
ル
の
子
女
税
額
控

除
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
夫
婦
合
算
申
告
を
す
る

場
合
で
修
正
後
調
整
総
所
得
が

40
万
ド
ル
︵
以
外
の
申
告
身
分

は
20
万
ド
ル
︶
を
超
え
る
納
税

者
は
、
控
除
額
が
超
過
額
の

１
０
０
０
ド
ル
に
つ
き
50
ド
ル

ず
つ
減
額
と
な
り
ま
す
。
ま
た

控
除
し
き
れ
な
い
税
額
控
除
は

１
５
０
０
ド
ル
を
超
え
な
い
こ

と
を
条
件
に
、
給
与
等
、
役
務

所
得
が
２
５
０
０
ド
ル
を
超
過

し
た
場
合
の
超
過
額
の
15
％
を

限
度
と
し
て
、
還
付
可
能
と
な

り
ま
す
。
こ
の
控
除
に
は
適
格

子
女
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
番
号
が
必
要
で
、
個
人
納

税
者
番
号
︵
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
︶
に
よ

る
申
請
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
保
有
の
子
女
の
場
合

は
、
一
般
的
に
そ
の
他
扶
養
家

族
税
額
控
除
と
し
て
５
０
０
ド

ル
の
税
額
控
除
を
申
請
し
ま

す
。

適
格
子
女
︵
納
税
者
の
子
女
と

養
子
、
子
女
の
子
孫
︵
孫
等
︶、

兄
弟
、
兄
弟
の
子
孫
︶

ａ
　
帯
員
条
件
：
半
年
以
上
納

税
者
と
同
居
し
て
い
る
こ
と
。

た
だ
し
、
学
業
や
病
気
に
よ
る

一
時
的
な
不
在
は
除
く
。

ｂ
　
年
齢
条
件
：
年
末
時
点
で

19
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
学
生
で
あ

る
場
合
に
は
、
24
歳
未
満
。
ま

た
、
納
税
者
よ
り
年
少
で
あ
る

こ
と
。

ｃ
　
扶
養
条
件
：
年
間
生
活
維

持
費
の
半
分
以
上
を
適
格
子
女

自
身
が
負
担
し
て
い
な
い
こ

と
。

ｄ
　
市
民
・
居
住
者
条
件
：
適

格
子
女
は
、
米
国
市
民
あ
る
い

は
米
国
居
住
者
で
あ
る
こ
と
。

ｅ
　
合
算
申
告
条
件
：
適
格
子

女
が
既
婚
者
の
場
合
、
還
付
請

求
の
目
的
の
た
め
以
外
に
夫
婦

合
算
申
告
を
し
な
い
こ
と
。

 

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省

通
牒
２
３
０
号10.37

条(a)
(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税

務
ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準

を
満
た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情

報
は
す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で

あ
り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は

事
業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意

図
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税

法
に
沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
各
個
人
は
特
定

事
項
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

上
記
内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す

る
の
で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ

き
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
記
事
中
の
見
解
や
意
見
は

著
者
個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必

ず
し
も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 
Ｌ
Ｌ
Ｐ
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

副業・起業セミナー
スタートアップの仕方教えます

３
万
７
４
０
０
人
が
受
講

ー
ア
ン
ト
レ
カ
レ
ッ
ジ
主
催
ー

27
日
に
Ｎ
Ｙ
で
田
中
氏
講
義

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
に
在
住

の
日
本
人
に
向
け
た
﹁
副
業
・

起
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
﹂
が
４
月
27
日
︵
木
︶
午
後

７
時
か
ら
９
時
ま
で
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
に
あ
るC

R
E

8IV
E

 
N

Y
C

︵
西
29
丁
目
１
３
４
番

地
２
階
︶
に
て
行
わ
れ
る
。
主

催
は
、
３
万
７
４
０
０
人
以
上

が
受
講
し
た
副
業
・
起
業
の
専

門
学
校
﹁
ア
ン
ト
レ
カ
レ
ッ

ジ
﹂。
同
校
の
マ
ス
タ
ー
コ
ー

チ
で
年
間
１
８
０
件
以
上
の
相

談
を
こ
な
す
副
業
・
起
業
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
田
中
大
輔
氏
が

講
師
を
務
め
る
。
海
外
生
活
の

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
初
心
者
で

も
は
じ
め
ら
れ
る
副
業
・
起
業

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
紹

介
。
海
外
在
住
中
に
、
副
業
か

ら
は
じ
め
て
、
起
業
家
、
自
由

な
働
き
方
が
で
き
る
経
営
者
に

な
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
践

的
な
事
例
を
元
に
解
説
す
る
。

　
参
加
費
は
先
着
40
人
ま
で

無
料
。
参
加
申
し
込
み
・
イ

ベ
ン
ト
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://slinkygroup.

com
/la/ny

/sem
inar/

を

参
照
す
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

ラジオ体操
セントラルパークで
参加者を募集

　
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
毎
週

土
曜
日
午
前
９
時
か
ら
日
本
の

ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
る
。
場

所
は
、
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
66

丁
目
と
67
丁
目
の
間
、
５
番
街

か
ら
公
園
に
入
っ
て
す
ぐ
の
草

原
の
広
場
。
４
年
前
に
日
本
人

理
学
療
法
士
や
外
交
官
、
主
婦

た
ち
が
集
ま
っ
て
始
め
た
。
新

緑
の
朝
が
気
持
ち
の
い
い
季
節

に
な
っ
た
の
で
今
年
も
再
開
し

た
と
い
う
。
予
約
不
要
で
誰
で

も
参
加
で
き
る
。
週
末
朝
、
散

歩
つ
い
で
に
体
操
は
い
か
が
？

https://dancejapan.com/
http://myriverside.net/home
http://jch-tomo.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://artofhaiku.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://slinkygroup.com/la/ny/seminar/
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
個
人
情
報
保
護
法
へ
の

人
事
的
な
対
応
に
つ
い
て(

そ
の
１
︶

クイック USA

129

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
1
月
1
日

C
alifornia C

onsum
er Pri-

vacy A
ct 

施
行

23
年
1
月
1
日

C
a

lifo
rn

ia
 P

riv
a

c
y 

R
ights A

ct 

施
行

23
年
4
月
1
日

C
a

lifo
rn

ia
 P

riv
a

c
y 

R
ights A

ct regulations 

有
効

23
年
7
月
1
日

C
alifornia Privacy

 Pro-
tection A

gency E
nforce-

m
ent C

om
m

ences

︵
罰
則

等
有
効
︶

■
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
法
律
が
適
用
さ

れ
る
か
否
か
の
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス

ト　
御
社
に
こ
の
法
律
は
適
用
さ

れ
る
で
し
ょ
う
か
？
以
下
の
テ

ス
ト
で
確
認
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ａ
　
テ
ス
ト
1

　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
事
業

を
行
う
営
利
事
業
の
場
合
で
、

か
つ
次
の
う
ち
少
な
く
と
も
1

つ
が
あ
て
は
ま
る
場
合
は
Ｃ
Ｐ

Ｒ
Ａ
が
適
用
さ
れ
ま
す:

１
ａ
︶
Ｕ
Ｓ
Ａ
法
人
の
世
界
中

の
売
上
が
２
５
０
０
万
ド
ル
以

上
︵$25M

illion

以
上
︶、
ま

た
は

２
ｂ
︶
10
万
件
以
上
の
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
の
消
費
者
ま
た
は

世
帯
の
個
人
情
報
を
購
入
、
販

売
、
ま
た
は
共
有
す
る
、
ま
た

は３
ｃ
︶
年
間
収
益
の
50
％
以
上

を 

個
人
情
報
の
販
売
か
ら
得

て
い
る
。 

テ
ス
ト
2

１
ａ
︶
関
連
会
社
　
テ
ス
ト
1

で
該
当
に
な
る
事
業
体
を
支
配

し
て
い
る
、
ま
た
は
テ
ス
ト
1

で
該
当
に
な
る
事
業
体
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
て
い
る (

テ
ス
ト 

　
今
回
は
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ａ
︵C

ali-
forn

ia P
riv

acy
 R

ig
h

ts 
A

ct

︶
の
内
容
に
つ
い
て
整
理

を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
︻
人
事
的
対
応
の
概
要
︼

　
以
下
で
紹
介
す
る
適
応
テ
ス

ト
で
法
律
の
適
用
と
な
る
企
業

は
、
従
業
員
へ
の
取
得
デ
ー
タ

内
容
と
そ
の
使
い
道
に
つ
い
て

N
otice

を
出
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
消
費
者
︵
従
業

員
︶
に
は
デ
ー
タ
削
除
の
権
利

が
あ
り
ま
す
が
、
各
人
事
記
録

の
最
低
保
持
期
間
や
給
与
支
払

い
等
で
必
要
な
個
人
デ
ー
タ
は

企
業
が
保
持
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
御
社
の
対
応
に

つ
い
て
確
認
す
る
た
め
、
下
記

の
各
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

■

Ｃ

Ｐ

Ｒ

Ａ
︵California 

Privacy Rights Act

︶

の

施

#
1 

で
定
義)

、
お
よ
び

２
ｂ
︶
共
通
の
ブ
ラ
ン
ド
を
共

有
し
、
か
つ

３
ｃ
︶
消
費
者
の 

個
人
情
報

を
共
有
し
て
い
る
場
合
は
Ｃ
Ｐ

Ｒ
Ａ
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

テ
ス
ト
3

少
な
く
と
も
40
％
の
利
益
が
テ

ス
ト
1
で
該
当
す
る
事
業
で
構

成
さ
れ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト 

ベ
ン

チ
ャ
ー
ま
た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
の
場
合
は
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ａ
が
適

用
と
な
り
ま
す
。

テ
ス
ト
4

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
庁
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｃ

Ｐ
Ａ
／
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ａ
を
順
守
し
、

拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
す
る

こ
と
を
自
発
的
に
行
う
企
業
の

場
合
は
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ａ
が
適
用
と
な

り
ま
す
。

■
保
護
さ
れ
る
個
人
情
報
と
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で

し
ょ
う
か
？

　
こ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
の
人
事

部
と
し
て
﹁
従
業
員
の
人
事
関

連
情
報
﹂
と
い
う
位
置
づ
け
で

該
当
す
る
情
報
を
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
下
記
の

よ
う
な
情
報
が
個
人
情
報
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

C
om

puter A
ctivity

　︵

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
入
力
情
報
︶

Personal Identifiers

　︵
個

人
識
別
情
報
︶

C
ontact Info

　︵
連
絡
先
︶

Protected C
lass

　︵
保
護
さ

れ
る
グ
ル
ー
プ
へ
の
帰
属
情

報
︶

Financial Info

　︵
財
務
情

報
︶

E
m

ploym
ent Info

　︵
雇
用

に
関
わ
る
情
報
︶

F
am

ily
 / D

epen
d

en
ts

　

︵
家
族
情
報
︶

Security A
ccess

　︵

パ

ス

ワ
ー
ド
等
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
情

報
︶

Inferences

︵
上
記
の
家
族

情
報
等
で
推
論
さ
れ
る
婚
姻
の

有
無
や
投
票
権
の
有
無
等
︶

B
iom

etric Info

︵
生
体
情
報
︶

M
edical Info

︵
医
療
情
報
︶

■
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ａ
に
基
づ
く
消
費
者

の
権
利

　
上
記
の
情
報
に
つ
い
て
消
費

者
に
は
下
記
の
権
利
が
あ
り
ま

す
。 

・ 

通
知
を
受
け
る
権
利/

通
知

す
る
権
利

・ 

知
る
権
利
・
ア
ク
セ
ス
す
る

権
利

・ 

訂
正
す
る
権
利

・ 

削
除
・
消
去
・
忘
れ
ら
れ
る

権
利

・ 

機
微
な
個
人
情
報
の
使
用
を

制
限
す
る
権
利

・ 

個
人
情
報
の
販
売
ま
た
は
共

　
都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

３
月
23
日
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の

バ
ス
乗
車
の
改
善
を
目
的
と
す

る
試
験
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
オ
ー

プ
ン
・
ス
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
パ
イ

ロ
ッ
ト
﹂の
２
段
階
目
と
し
て
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
専
用
の
固
定
場
所

を
設
け
た
バ
ス
の
運
行
を
試
験

的
に
開
始
し
た
。 

　
対
象
バ
ス
で
は
、
ベ
ビ
ー
カ

ー
を
折
り
た
た
む
必
要
な
く
子

供
を
乗
せ
た
ま
ま
乗
車
で
き
、

車
内
後
方
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
、

ま
た
並
列
す
る
座
席
も
跳
ね
上

げ
式
な
の
で
、
座
席
を
上
げ
て

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
固
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
専
用

ス
ペ
ー
ス
は
既
存
の
優
先
席
に

障
る
こ
と
は
な
く
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
は

報
道
発
表
で
も
﹁
車
椅
子
用
の

ス
ペ
ー
ス
数
は
、
変
わ
ら
ず
確

保
し
て
い
る
﹂と
伝
え
て
い
る
。 

　
Ｍ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
と
２
段
階
目

の
試
み
は
、
昨
秋
に
始
ま
っ
た

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
1
段
階
中

に
受
け
た
利
用
者
の
意
見
に
基

づ
い
て
い
る
。
同
局
が
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
多
く

が
﹁
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
楽
に
乗

車
で
き
、
車
内
で
は
他
の
乗
客

と
快
適
に
触
れ
合
え
る
こ
と
を

期
待
す
る
﹂
と
回
答
し
て
い

る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
以

降
、
対
象
バ
ス
に
は
４
０
０
０

台
以
上
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
乗
車

し
た
が
、
事
故
や
衝
突
な
ど
の

そ
の
ま
ま
ベ
ビ
ー
カ
ー
乗
車
Ｏ
Ｋ

バ
ス
試
運
転
を
開
始 

　
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
マ
ジ

ィ
ソ
ン
駅
行
き
の
新
し
い
路
線

が
開
通
し
た
が
、
車
両
の
４
分

の
１
が
新
し
く
で
き
た
駅
に
行

く
た
め
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
新

た
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　
イ
ー
ス
ト 

サ
イ
ド
へ
の
ア

ク
セ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
適
合
す

る
車
両
を
Ｍ
Ｔ
Ａ
が
予
定
通
り

発
注
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
と
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
た
め
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
車
両
の

一
部
利
用
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
ペ
ン
駅
を
発
着
す
る
列
車

の
本
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
通
勤
時
の
混
雑
解
消

の
た
め
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
区

間
内
で
の
臨
時
便
を
出
す
な
ど

し
て
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

　
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
開
業
に
伴
う

Ｍ
Ｔ
Ａ
の
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
、

Ｍ
９
Ａ
と
呼
ば
れ
る
新
型
電
気

鉄
道
車
両
１
６
０
両
を
発
注

し
、
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
乗
り

入
れ
を
行
う
と
い
う
当
初
の
計

画
を
履
行
し
て
い
れ
ば
、
こ
の

問
題
は
発
生
し
な
か
っ
た
と
い

う
。
計
画
が
第
三
者
の
多
く
の

業
者
に
依
存
し
、
工
費
が
膨
大

に
膨
れ
た
こ
と
と
併
せ
ホ
ー
ク

ル
州
知
事
の
責
任
を
問
う
声
も

出
始
め
て
い
る
。︵
川
原
望
明
︶

え
っ
マ
ジ
で
す
か
？

従
来
車
両
２
割
使
え
ず

報
告
は
な
い
と
い
う
。
対
象
車

両
の
発
着
所
は
、
ブ
ロ
ン
ク
ス

は
イ
ー
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
と
ウ

エ
ス
ト
・
フ
ァ
ー
ム
ズ
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
は
ウ
ル
マ
ー
・
パ
ー

ク
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
タ
ス
キ

ギ
ー
、
ク
イ
ー
ン
ズ
は
ケ
ー
シ

ー
・
ス
テ
ン
ゲ
ル
、
ス
タ
テ
ン

島
は
キ
ャ
ッ
ス
ト
ン
と
な
っ
て

い
る
。
対
象
路
線
の
詳
細
は

new
.m

ta.info

を
参
照
す
る
。

有
を
制
限
す
る
権
利

・
差
別
や
報
復
を
し
な
い
権
利

　
　
　
　
　
　
　
　︵
つ
づ
く
︶

山
口 

憲
和

M
B

A
, S

H
R

M
-S

C
P

　

Philosophy LLC 

代
表

www.919usa.com

■
﹃
米
銀
Ｓ
Ｖ
Ｂ
経
営
破
綻
後

の
週
に
預
金
１
０
０
０
億
ド
ル

減
少
、
中
小
か
ら
大
手
へ
の
預

金
移
動
進
む
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
発
︶
＝
米
国
連
邦
準
備
制
度

理
事
会
︵
Ｆ
Ｒ
Ｂ
︶
が
3
月
24

日
に
公
表
し
た
週
次
統
計
に
よ

る
と
、
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
銀

行
︵
Ｓ
Ｖ
Ｂ
︶
の
経
営
破
綻
後

の
3
月
9
日
か
ら
15
日
に
か
け

て
、
米
国
の
銀
行
の
預
金
残
高

は
前
週
に
比
べ
て
９
８
４
億
ド

ル
減
少
し
た
。

■
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
生
活

コ
ス
ト
の
高
さ
で
全
米
一
に
、

出
張
費
の
高
さ
で
は
世
界
一
﹄

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国

金
融
情
報
会
社
の
ス
マ
ー
ト
ア

セ
ッ
ト
が
実
施
し
た
調
査
に
よ

る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は

年
収
10
万
ド
ル
で
あ
っ
て
も
、

税
金
を
差
し
引
く
と
と
も
に
生

活
コ
ス
ト
の
大
き
さ
を
考
慮
す

る
と
、
実
質
的
な
手
取
り
額
は

3
万
５
７
９
１
ド
ル
に
相
当

し
、
全
米
で
最
も
生
活
コ
ス
ト

が
高
い
都
市
に
な
っ
た
。

■
﹃
米
Ｎ
Ｙ
州
、
時
給
20
ド
ル

の
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

補
助
拠
出
、
参
加
企
業
を
募

る
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
キ
ャ

シ
ー
・
ホ
ー
ク
ル
知
事
は
3
月

24
日
Ｎ
Ｙ
市
立
大
学
︵
Ｃ
Ｕ
Ｎ

Ｙ
︶
に
在
籍
す
る
学
生
を
対
象

と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
合
計
４
０
０
万
ド

ル
を
拠
出
す
る
と
発
表
し
た
。

■
﹃
ア
マ
ゾ
ン
・
ゴ
ー
、
米
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
内
の
全
4

店
舗
を
閉
鎖
予
定
、
メ
デ
ィ
ア

報
道
﹄︵
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

発
︶
＝
米
国
の
ア
マ
ゾ
ン
は
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
内
に
あ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
﹁
ア
マ
ゾ
ン
・

ゴ
ー
﹂
の
全
4
店
舗
を
3
月
31

日
に
閉
鎖
す
る
予
定
と
、
複
数

の
メ
デ
ィ
ア
が
報
じ
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
３
月

28
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。

Ｅ
メ
ー
ル
　rept@

jetro.go.jp

Ｎ
Ｙ
は
出
張
費
用
の
高
さ

生
活
費
の
高
さ
共
に
首
位

新グラセン
マジソン駅

http://www.rostamilaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
new.mta.info
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 EVENT　 
■イースターパレード＆ボンネッ
ト フ ェ ス テ ィ バ ル ＝ 4/9　10:00 〜
18:00　5th Ave. （bet 49th to 57th St.）
セントパトリック大聖堂を中心に歩
行者天国の五番街で、春らしいドレ
スや花をあしらった帽子など着飾っ
た人たちが集合するイースター（復
活祭）の華やかな伝統行事。
■メイシーズ・フラワーショー 2023
＝ 4/9 ま で　Macy's（151 W 34th 
St.）毎年春に開催される恒例の花の
ショー。34 丁目にあるメイシーズデ
パートの１階に世界各国の花が咲き
乱れ、花の香りにあふれるイベント。
今年は「MADE WITH LOVE」をテー
マにディオールのフレグランスのガ
イド付き体験も実施される。
詳 細 は https://www.macys.com/s/
fl ower-show/
■ NY タータンデーパレード＝ 4/15　
6th Ave.（bet 45th to 55th St.）スコッ
トランド移民によるパレード。ター
タンチェックのキルトの伝統衣装を
身にまといバグパイプの演奏やダン
スをしながら行進する。スコテッシュ
テリア犬のパレードも。タータン
チェックを着て見に行こう。
■ オ ー キ ッ ド シ ョ ー ＝ 4/23 ま で　
New York Botanical Garden（2900 
Southern Boulevard）ブロンクスにあ
る NY 植物園で毎年恒例のラン展が
開催中。20 周年を迎える今年は「ナ
チュラル・ヘリテージ」と題し、ラ
ンドスケープデザイナーのリリー・
クオンによる色鮮やかで珍しいラン
を多用した幻想的な世界が創られた。
週末には大人限定のパーティ「オー
キッドナイト」も行われる。入場料：
大人 $35、学生・シニア $31、2 歳〜
12 歳 $15 ドル、2 歳以下無料。

詳細は https://www.nybg.org/
■ウエストポイント特別研修見学＝
4/29　ハドソン河畔にある米国最古
の士官学校ウエストポイントを訪ね
る 1 日バスツアー。当日は校内施設
と「サンドハースト競技会」を見学し、
3 年ぶりに参加する防衛大学の学生を
応援する。参加費：$100、18 歳未満
は $70（昼食込み）。問い合わせ・申
し込みは電話 914・707・3011、また
は E メ ー ル rekishikenkyuny@gmail.
com（三木さん）まで。

CLASS/SEMINAR
■コーチングの無料オンライン・ワー
クショップ＝ 4/22　20:00　NY 日系
人会主催の第 15 回サクラヘルスフェ
アの一環として開催される、オンライ
ンのライフ・バランス・ワークショッ
プ。今回のテーマは「言葉」。言葉に
よって生まれた困難から言葉の力で
解放する方法を探る。講師は全国コー
チ連盟認定ライフコーチ、CMED 認
定アーキタイパル・コンサルタント
のブロディー愛子さん。参加費無料。
申し込み（登録）は https://forms.gle/
sqP3wvghWYMBqtJh9

MUSIC
■マリンバ奏者・名倉誠人演奏会＝
4/15　19:30　Church In the Gardens

（50 Ascan Ave, Queens）ピアニスト
のバーバラ・ポドゥグルスキーとデュ
オのための委嘱作品やバッハの作品
を名倉が編曲した曲を演奏する。入
場料：一般 $20、学生 $10　　
詳細は http://thecitg.org/
■マリンバ奏者ミカ・ストルツマ
ン・ ソ ロ リ サ イ タ ル ＝ 5/2　20:00　
Carnegie Hall（57th St. & 7th Ave.）

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
島
系
米

国
人
︵
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
︶
の
文
化
遺

産
継
承
を
祝
う
世
界
的
な
大
型

イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ﹁
ヘ
ッ
ド
・

イ
ン
・
ザ
・
ク
ラ
ウ
ズ
・
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
＆
ア
ー
ツ
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
﹂
が
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
諸
島
系
米
国
人
月
間
の
５
月

20
、
21
日
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
フ

ォ
レ
ス
ト
・
ヒ
ル
ズ
・
ス
タ
ジ

ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
。 

　
同
フ
ェ
ス
は
、
Ｎ
Ｙ
を
拠
点

に
ア
ジ
ア
系
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ

ー
ン
を
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
日
系
米

国
人
の
シ
ョ
ー
ン
・
ミ
ヤ
シ
ロ

氏
が
最
高
経
営
責
任
者
を
務
め

る
88
ラ
イ
ジ
ン
グ
が
主
催
す

る
。
２
０
１
８
年
に
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
始
ま
り
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

や
マ
ニ
ラ
で
行
わ
れ
、
Ｎ
Ｙ
市

で
は
初
の
開
催
と
な
る
。
日
本

か
ら
は
セ
ー
ラ
ー
服
で
独
特
な

ダ
ン
ス
・
ボ
ー
カ
ル
を
繰
り
広

げ
る
４
人
組
ユ
ニ
ッ
ト
﹁
新
し

い
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
ズ
﹂、
7

人
組
ガ
ー
ル
ズ
グ
ル
ー
プ
﹁
Ｘ

Ｇ
﹂
が
参
加
す
る
。 

　
ブ
ロ
ン
ク
ス
や
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ー
ン
を
ル

ー
ツ
に
同
社
を
15
年
に
設
立
し

た
ミ
ヤ
シ
ロ
氏
は
声
明
で
﹁
す

べ
て
は
Ｎ
Ｙ
市
で
始
ま
っ
た
。

そ
し
て
１
０
０
周
年
を
迎
え
た

フ
ォ
レ
ス
ト
・
ヒ
ル
ズ
・
ス
タ

ジ
ア
ム
で
開
催
で
き
る
こ
と
は

と
て
も
意
味
深
い
﹂
と
伝
え
て

い
る
。
料
金
は
１
６
１
ド
ル
か

ら
で
う
ち
１
ド
ル
は
、
食
料
不

安
や
孤
独
を
抱
え
る
ア
ジ
ア
系

米
国
人
の
高
齢
者
を
支
援
す
る

非
営
利
団
体
ハ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・

デ
ィ
ナ
ー
に
寄
付
さ
れ
る
。
チ

ケ
ッ
ト
購
入
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
同
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
詳
細

はny.hitcfestival.com

を

参
照
す
る
。 

自身の 11 回目となるカーネギーでの
コンサート。バッハ作品のシャコン
ヌ、無伴奏チェロ組曲第 3 番、ムー
ンリバーなどを演奏する。入場料：
$50、学生 $30　
詳細は https://www.carnegiehall.org

THEATRE/DANCE
■中谷美紀出演「猟銃」NY 公演＝
4/15 ま で　Baryshnikov Arts Center

（450 W 37th St.）1949 年 発 表 の 井
上靖による短編小説「猟銃」を女
優・中谷美紀と世界的バレエダン
サーのミハイル・バリシニコフで舞
台化した作品。4 人の恋愛心理を描
く悲劇で、中谷が 3 人の女性を演じ
分ける。日本語上演、英語字幕。入
場料：$35 〜 150 詳細は https://www.
thehuntinggun.org/

, ART
　

■日本の近代陶芸展「Wada Morihiro 
and Modern Ceramics of Japan」 ＝
4/14 ま で　Joan B Mirviss LTD（39 
E 78th St, ＃ 401）現代的な造形力と
抽象的な模様や色付けで独創性の高
い作品で人気を集めた陶芸家・和太
守卑良（わだ・もりひろ）の作品展。
アジアウィーク NY の一環として、山
口長男、堂本印象、森田子龍など日
本の抽象画展も同時開催。入場無料。
詳細は http://www.mirviss.com
■ 濱 村 裕 二 個 展 ＝ 4/30 ま で　Mad 
Cafe（43-10 Queens Boulevard） 長
崎県西海市に制作スタジオを構える
濱村の、レジンを用いた独特の技法
による海の自然がテーマの作品展。
今年制作した最新作など 10 点をカ
フェ内に展示。カフェの営業時間は
午前 8 時〜午後 10 時まで。

ア
ジ
ア
系
大
型
フ
ェ
ス

Ｎ
Ｙ
で
初
の
開
催
５
月
に
フォレストヒルズ

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日
本

人
ク
リ
エ
ー
タ
ー
を
中
心
に
紹

介
す
る
ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
、N

ow
H

ere 

︵
ナ
ウ
ヒ
ア
、

ウ
ー
ス
タ
ー
通
り
40
番
地
︶が
、

長
坂
フ
ミ
に
よ
る
新
作
個
展
﹁ 

IN
 A

M
E

R
IC

A
 

﹂
を
13
日
か

ら
開
催
す
る
。
名
古
屋
生
ま
れ

の
長
坂
は
、
２
０
０
２
年
北
米

文
化
を
探
求
す
る
た
め
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
へ
移
住
。
長
年
に
わ
た

り
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ォ
ト
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
を
経
験
し
た
彼
女
の

作
品
は
、街
行
く
人
々
や
文
化
、

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
素
直
で
繊

細
な
イ
メ
ー
ジ
を
本
質
的
に
捉

え
て
い
る
。
19
年
の
ベ
ル
フ
ァ

ス
ト
・
フ
ォ
ト
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
、
本
展
で
紹
介
す
る
作
品
の

一
部
は
21
年
に
ロ
ン
ド
ン
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ

た
テ
イ
ラ
ー
・
ウ
ェ
ッ
シ
ン

グ
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
賞
の
一
部
と
し

て
展
示
さ
れ
た
。
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
13
日
︵
木
︶
午
後
６
時
〜
８

時
。︵
月
・
火
休
廊
︶
公
式
サ

イ

ト

：https://now
here-

nyc.com
/

　
入
場
無
料

Father and Son
20” X 24”

Archival Pigment Prints
2020

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
古
谷

亜
月
︵
ふ
る
や
・
あ
ず
き
︶

が
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ
展

﹁W
ho is Y

our M
aster?

﹂

が

今

月

29

日
︵

土

︶

ま

で
、
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
に
あ
る

１
９
６
９
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
ホ

ワ
イ
ト
通
り
39
番
地
、
電
話

２
１
２
・
７
７
７
・
２
１
７
２
︶

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
古
谷
は
3
年
前
ま
で
Ｎ
Ｙ
在

住
だ
っ
た
が
、
現
在
は
東
京
を

拠
点
に
活
動
。
千
代
紙
な
ど
を

重
ね
、
表
面
を
削
っ
て
色
の
層

を
見
せ
た
り
、
油
彩
を
施
し
た

り
と
、
複
雑
で
色
彩
豊
か
な
画

面
が
特
徴
的
な
作
品
を
制
作
し

て
い
る
。﹁
日
本
を
代
表
し
て

母
国
の
芸
術
文
化
や
歴
史
、
特

徴
や
美
し
さ
を
ア
ー
ト
で
表
現

し
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
参

加
し
た
﹂
と
話
す
。
入
場
無

料
。
開
廊
時
間
は
火
〜
土
曜
の

午
前
11
時
か
ら
午
後
６
時
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.1969gallery

.com
/

w
h

o
-is-y

o
u

r-m
aster-

curated-by-w
olf-hill

古
谷
亜
月
Ｎ
Ｙ
で

グ
ル
ー
プ
展
に
出
品

長
坂
フ
ミ
写
真
展

ナ
ウ
ヒ
ア
で
13
日
か
ら

https://hinomaru-limo.com/
https://goshikiprinting.com/
https://japanvillage.com/
https://aantcinc.com/
https://www.nybg.org/
http://thecitg.org/
https://www.macys.com/s/
https://www.carnegiehall.org
http://www.mirviss.com
https://nowhere-nyc.com/
https://www.1969gallery.com/who-is-your-master-curated-by-wolf-hill
https://www.thehuntinggun.org/
https://forms.gle/sqP3wvghWYMBqtJh9
rekishikenkyuny@gmail.com
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 ローカル
  スクランブル　

 New Jersey
　﹁
Ｎ
Ｊ
の
桜
の
名
所
﹂
と
言

え
ば
、
エ
セ
ッ
ク
ス
郡
が
管
理

す
る
ブ
ラ
ン
チ
ブ
ル
ッ
ク
・
パ

ー
ク
。
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
か
ら
ベ

ル
ビ
ル
ま
で
４
つ
の
町
に
ま
た

が
り
南
北
に
４
マ
イ
ル
伸
び

る
縦
長
の
公
園
で
、
３
６
０

エ
ー
カ
ー
も
あ
る
敷
地
に
は

４
０
０
０
本
を
越
え
る
桜
の
木

が
あ
り
、
有
名
な
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
を
も
凌
ぎ
東
海
岸
で
は
一

番
の
本
数
を
誇
る
。

　
同
公
園
で
は
毎
年﹁
桜
祭
り
﹂

を
開
催
。
今
月
１
日
か
ら
行
わ

れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ミ
ニ

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

経
て
、
締
め
と
な
る
﹁
ブ
ル
ー

ム
フ
ェ
ス
ト
﹂
が
16
日
︵
日
︶

午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

実
施
さ
れ
る
。

　
会
場
は
、同
公
園
北
端
の﹁
チ

ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
・
ウ
ェ
ル

カ
ム
セ
ン
タ
ー
﹂
周
辺
。
当
日

は
太
鼓
や
琴
、
殺
陣
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
子
ど
も
向

け
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
ラ
イ
ブ

音
楽
演
奏
な
ど
、
家
族
で
一
日

楽
し
め
る
。

　
入
場
は
無
料
。
会
場
に
は
車

で
行
き
近
隣
の
住
宅
地
に
路
上

駐
車
す
る
か
、
Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
・
ペ
ン

駅
か
ら
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
・
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
に
乗
り
換
え
て
鉄
道

で
行
く
こ
と
も
で
き
る
。

w
w

w
.essexcountyparks.

org

　
お
花
見
は
桜
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
グ
ロ
ス

タ
ー
郡
ス
ウ
ェ
ズ
ボ
ロ
の
ダ
ル
ト
ン
フ

ァ
ー
ム
ズ
︵
オ
ー
ク
グ
ロ
ー
ブ
ロ
ー
ド

６
６
０
番
地
︶
で
は
、
23
日
︵
日
︶
ま
で
毎
日
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
を
実
施
中
。
午
前
10

時
か
ら
午
後
１
時
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
、

午
後
４
時
か
ら
７
時
の
枠
か
ら
選
ん
で
入

場
す
る
。
広
大
な
敷
地
に
咲
き
誇
る
様
々

な
種
類
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
愛
で
る
ほ
か
、

気
に
入
っ
た
花
を
摘
ん
で
購
入
す
る
こ
と

も
可
能
。
一
輪
２
ド
ル
ま
た
は
、
10
本
10

ド
ル
、
20
本
20
ド
ル
、
30
本
30
ド
ル
。

　
入
場
料
は
サ
イ
ト
で
事
前
購
入
１
人
12

ド
ル
。
当
日
券
16
ド
ル
も
あ
る
が
そ
の
時

間
枠
が
売
切
れ
の
場
合
入
場
で
き
な
い
。

daltonfarm
s.com

ダ
ル
ト
ン
農
園
﹁
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
﹂

春
だ
！　

お
花
見
に
行
こ
う
！

ブ
ラ
ン
チ
ブ
ル
ッ
ク
公
園
﹁
ブ
ル
ー
ム
フ
ェ
ス
ト
﹂

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
ス
バ
ル
桜
祭
り

﹁
サ
ク
ラ
サ
タ
デ
ー
＆
サ
ン
デ
ー
﹂

　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協

会
は
、
今
月
１
日
か
ら
29
日
ま

で
、
﹁
ス
バ
ル
・
チ
ェ
リ
ー
ブ

ロ
ッ
サ
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
﹂

を
今
年
も
開
催
。
日
本
文
化
を

伝
え
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
市

内
各
地
で
展
開
中
。

　
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
、

千
本
桜
で
有
名
な
フ
ェ
ア
モ
ン

ト
パ
ー
ク
の
﹁
ホ
ー
チ
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
﹂
で
15
日
︵
土
︶

と
16
日
︵
日
︶
に
﹁
サ
ク
ラ
サ

タ
デ
ー
﹂
﹁
サ
ク
ラ
サ
ン
デ
ー
﹂

と
い
う
祭
り
を
午
前
10
時
30
分

か
ら
午
後
４
時
ま
で
実
施
す

る
。
両
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
で
の

数
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ほ

か
、
生
け
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
着
物
や
浴
衣
の
着
付
け
、

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、お
茶
の
野
点
、

折
り
紙
や
将
棋
の
教
室
な
ど
が

実
施
さ
れ
る
。
入
場
は
無
料
。

su
baru

ch
erry

blossom
.

org

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://jmart-usa.com/en/
https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://tawaramart.com/
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://www.essexcountyparks.org
subarucherryblossom.org
daltonfarms.com
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 BOOKS
　
古
典
的
な
名
作
を
読
む
よ
り

は
現
在
話
題
の
タ
イ
ト
ル
を
読

む
方
が
時
間
の
無
駄
が
な
く
て

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

あ
ら
す
じ
も
知
っ
て
い
る
し
、

現
代
の
新
し
い
作
家
は
知
ら
な

い
の
で
期
待
感
が
膨
ら
む
。

　
そ
ん
な
ふ
う
に
日
頃
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
紀
伊
國
屋
書
店

で
古
典
名
作
﹃
動
物
農
園
﹄
が

平
置
き
に
さ
れ
て
い
て
、
表
紙

の
イ
ラ
ス
ト
の
豚
が
フ
ラ
ン
ス

映
画
﹃
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
﹄
を

彷
彿
さ
せ
て
忌
々
し
い
感
じ
が

と
て
も
魅
力
的
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
中
世
の
博
物
画
の
よ
う
な
ス

タ
イ
ル
で
も
あ
り
、
ゴ
シ
ッ
ク

ホ
ラ
ー
的
な
強
烈
な
印
象
を
放

っ
て
い
た
。
か
わ
い
い
け
ど
怖

さ
も
あ
る
擬
人
化
さ
れ
た
あ
の

猫
の
絵
で
有
名
な
あ
の
ヒ
グ
チ

ユ
ウ
コ
さ
ん
だ
っ
た
の
で
表
紙

の
印
象
に
納
得
。
翻
訳
は
吉
田

健
一
氏
。
昔
出
版
し
た
本
の
再

販
で
は
な
く
、
ヒ
グ
チ
ユ
ウ
コ

さ
ん
の
描
き
下
ろ
し
の
イ
ラ
ス

ト
が
挿
入
さ
れ
た
改
定
版
と
し

て
発
売
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
。
原
作
者
は
﹃
一
九
八
四
﹄

で
も
有
名
な
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー

ウ
ェ
ル
だ
。
名
前
は
知
っ
て
い

て
も
多
分
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
ろ

う
ぐ
ら
い
の
浅
い
知
識
し
か
な

く
、
検
索
す
る
と
イ
ン
ド
生
ま

れ
の
イ
ギ
リ
ス
人
で
イ
ー
ト
ン

校
出
身
。
英
国
の
植
民
地
だ
っ

た
ビ
ル
マ
︵
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
︶

に
も
住
み
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
に

参
加
し
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
作

家
で
あ
っ
た
。
１
９
５
０
年
に

肺
結
核
で
46
歳
で
亡
く
な
る
。

﹃
動
物
農
園
﹄
は
１
９
４
５
年

に
出
版
さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
る
。﹃
一
九
八
四
﹄
は
亡

く
な
る
１
年
前
に
書
か
れ
た
の

で
﹃
動
物
農
園
﹄
の
方
が
先
だ
。

　
農
場
主
の
人
間
が
酷
い
の
で

動
物
が
人
間
を
追
い
出
し
て
動

物
だ
け
の
農
場
を
築
く
と
い
う

話
で
あ
る
。
ソ
連
を
寓
話
的
に

批
判
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
老
い
た
雄
豚
メ
ー
ジ
ャ
ー

が
動
物
の
平
等
と
自
由
を
謳
っ

た
動
物
主
義
を
唱
え
る
。
メ
ー

ジ
ャ
ー
の
死
後
、
動
物
た
ち
は

決
起
し
農
場
か
ら
人
間
を
追
い

出
す
。
２
匹
の
豚
ス
ノ
ー
ボ
ー

ル
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
中
心
に
人

間
の
支
配
が
な
い
自
由
な
共
同

体
を
作
る
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は

ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
を
追
い
出
し
て

独
裁
者
に
な
っ
て
い
く
。
人
間

は
国
王
・
貴
族
・
地
主
。
メ
ー

ジ
ャ
ー
が
レ
ー
ニ
ン
。
ス
ノ
ー

ボ
ー
ル
が
ト
ロ
ッ
キ
ー
。
ナ
ポ

レ
オ
ン
が
ス
タ
ー
リ
ン
。

　
読
み
終
え
て
思
っ
た
の
は
、

約
80
年
前
の
作
品
と
は
全
く
思

え
な
い
現
代
の
我
々
の
話
で
あ

る
。
私
は
ま
さ
に
動
物
農
園
の

無
知
な
家
畜
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
羊
の
１
匹
だ
。
独
裁
者
に

有
利
な
よ
う
に
約
束
が
少
し
ず

つ
改
ざ
ん
さ
れ
て
い
っ
て
も
気

付
か
な
い
。
愚
民
化
さ
れ
て
し

ま
う
過
程
が
描
か
れ
て
い
て
と

て
も
恐
ろ
し
い
。
ネ
タ
バ
レ
に

な
る
の
で
詳
細
は
控
え
る
が
羊

が
集
め
ら
れ
る
シ
ー
ン
は
思
い

出
す
た
び
に
恐
怖
で
震
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
翻
訳
は
色
々
出
て

い
る
。
最
新
は
山
形
浩
生
の

訳
で
２
０
１
７
年
に
ハ
ヤ
カ

ワepi

文
庫
本
か
ら
。
本
作
は

１
９
６
６
年
に
吉
田
健
一
が
翻

訳
し
て
﹃
動
物
農
園
﹄
の
タ
イ

ト
ル
で
世
界
の
文
学 

の
イ
ギ

リ
ス
名
作
集
・
ア
メ
リ
カ
名
作

集
に
収
録
さ
れ
て
出
版
。
吉
田

健
一
の
父
は
戦
後
５
期
に
わ
た

っ
て
首
相
を
務
め
た
吉
田
茂
。

国
葬
で
は
喪
主
で
あ
っ
た
。
戦

前
の
時
代
に
外
交
官
の
父
と
一

緒
に
パ
リ
、ロ
ン
ド
ン
に
住
み
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
を
中
退
し
て
い

る
。
支
配
階
級
の
裕
福
な
家
庭

に
生
ま
れ
て
育
っ
た
彼
に
は
こ

の
作
品
は
ど
う
映
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
他
は
農
場
と
訳
さ
れ
て

吉
田
だ
け
が
農
園
と
訳
し
て
い

る
。
農
園
は
お
花
が
咲
き
果
物

が
な
る
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
で
悲

惨
さ
が
漂
う
農
場
で
な
か
っ
た

の
は
分
か
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
社
会
派
の
開
高
健
も
訳
し

て
い
る
の
で
読
ん
で
み
た
い
。

古
典
は
読
む
べ
し
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
。
　
　
　︵
山
河
藍
︶

 現代も変わらない社会の怖さ
ジョージ・オーウェル・著

 中央公論新社・刊

■語らいサンドイッチ（谷瑞恵、角川文庫）大阪の靭公園
に面する『ピクニック・バスケット』は笹子と蕗子の姉妹
が営む小さなサンドイッチ店。笹子のサンドイッチはお客
さんの心を癒やしてくれる。ある時、姉がフランス帰りの
シェフである元彼と急接近していることを知った蕗子は、
自分たちのお店がなくなるのではと不安を感じる。■チー
ムワーカー　Google で学んだ最速で成長できる 5つの行
動原則（草深生馬、朝日新聞出版）「個」と「チームワーク」
を両立できるチームワーカーこそが、最速で成長できる。
グーグルの元新卒採用責任者で現在は株式会社 RECCO 最
高人事責任者を務める著者が、チームで自分の強みを発揮
できる人の条件とは何かを解説する。■黄色い家（川上未
映子、中央公論新社）17 歳の夏、親もとを出て「黄色い
家」に集った少女たちは、生きていくためにカード犯罪の
出し子というシノギに手を染める。危ういバランスで成り
立っていた共同生活は、ある女性の死をきっかけに瓦解す
る。人はなぜ罪を犯すのか。川上未映子のクライムサスペ
ンス。■おいしいごはんが食べられますように（高瀬隼子、
講談社）職場でそこそこうまくやっている二谷と、皆が守
りたくなる存在で料理上手な芦川と、仕事ができてがんば
り屋の押尾。ままならない人間関係を食べものを通して描
く。心をざわつかせる仕事＋食べもの＋恋愛小説。第 167
回芥川賞受賞作。■完璧な病室（小川洋子、中公文庫）病に冒された弟と姉
との時間を描く表題作、海燕新人文学賞受賞のデビュー作「揚羽蝶が壊れる
時」、第 2 作品集収録の「冷めない紅茶」「ダイヴィング・プール」。みずみ
ずしい輝きを放つ、作家小川洋子の最初期の 4 篇を収録し、著者あとがきを
新たに加え、カバーデザインをリニューアルした新装版。■スマホはどこま
で脳を壊すか（榊浩平、朝日新書）「何かに集中することができない」スマ
ホ依存を放置した先に待つのは、認知症予備軍の人たちであふれる社会なの
か。スマホを常用し脳にラクをさせていると、成長期の子供は脳発達が大き
く損なわれ、成人は不安・抑うつ傾向が高くなることが明らかになった。最
新研究で見えてきた衝撃の未来に若き脳科学者が提言する。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　
仲
良
し
姉
妹
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
店
。
チ
ー
ム
で
自
分
の
強
み
を
発
揮
で
き
る
人
の
条
件
。

人
は
な
ぜ
罪
を
犯
す
の
か
。
心
を
ざ
わ
つ
か
せ
る
仕
事
・
食
べ
物
・
恋
愛
小
説
。
作
家
・

小
川
洋
子
の
初
期
４
作
品
。
ス
マ
ホ
依
存
の
最
新
研
究
で
見
え
た
衝
撃
の
未
来
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
今
日
は
イ
ー
ス
タ
ー
ピ
ク
ニ

ッ
ク
の
日
。
森
の
テ
ー
ブ
ル
に

は
み
ん
な
の
大
好
き
な
ニ
ン
ジ

ン
や
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
レ
モ
ネ
ー
ド
が
並
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ピ
ー
タ
ー
は
そ
こ

に
み
ん
な
の
名
前
タ
グ
が
つ
い

た
た
く
さ
ん
の
イ
ー
ス
タ
ー
エ

ッ
グ
が
入
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

持
っ
て
行
き
ま
す
が
、
テ
ー
ブ

ル
に
置
く
前
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
を

ひ
っ
く
り
返
し
て
し
ま
い
、
卵

は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
転
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ピ
ー
タ
ー
は

ピ
ク
ニ
ッ
ク
が
始
ま
る
ま
で
に

す
べ
て
の
卵
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
で
も
人
気
の
あ
る
ピ
ー

タ
ー
ラ
ビ
ッ
ド
の
シ
リ
ー
ズ
は

イ
ギ
リ
ス
の
絵
本
作
家
ビ
ア
ト

リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
︵
１
８
６
６

〜
１
９
４
３
年
︶
に
よ
り
全
23

作
が
発
表
さ
れ
た
児
童
書
の
古

典
作
品
で
親
子
４
代
に
も
わ
た

り
読
み
続
け
ら
れ
て
い
る
。
本

書
は
２
０
２
２
年
に
ア
メ
リ
カ

の
出
版
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
新

書
。
フ
ラ
ッ
プ
を
め
く
る
と
隠

さ
れ
た
絵
を
見
つ
け
る
こ
と
の

で
き
る
仕
掛
け
絵
本
。
子
供
と

一
緒
に
隠
れ
た
卵
を
見
つ
け
て

楽
し
め
る
。
　
　
　
　︵
高
田
︶

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
の
イ
ー
ス
タ
ー

 『The Great Big Easter Egg Hunt』
Written by Beatrix Potter  

Published by  Warne 
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朝
、
５
、
６
年
前
に
転
出
し

た
元
園
児
の
母
親
か
ら
１
通
の

メ
ー
ル
が
届
い
て
い
た
。
幼
児

部
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
全

日
制
部
門
で
学
ん
だ
あ
と
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
サ
タ
デ
ー
ス
ク

ー
ル
、
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

で
学
ん
だ
児
童
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
名
門
校
ス
タ
イ
ブ
サ
ン

ト
高
校
に
入
学
で
き
た
と
い
う

母
親
か
ら
の
感
謝
の
メ
ー
ル
だ

っ
た
。
そ
こ
に
は
﹁
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
、

育
英
学
園
に
通
っ
て
い
た
お
か

げ
で
す
﹂
と
記
さ
れ
て
い
た
。

﹁
５
、
６
年
経
っ
て
か
ら
こ
う
や

っ
て
感
謝
の
連
絡
が
来
る
こ
と

が
私
た
ち
教
師
の
通
信
簿
な
ん

で
す
よ
﹂
と
目
を
細
め
る
。

　
学
園
長
の
岡
本
徹
さ
ん

︵
73
︶
が
現
在
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
育
英
学
園
と
関
わ
り
を
持
っ

た
の
は
、
東
京
藝
術
大
学
で
平

山
郁
夫
に
学
ん
で
メ
キ
シ
コ
留

学
の
帰
途
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

１
９
７
９
年
に
故
丹
羽
美
代
子

初
代
園
長
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
開
設
し

た
﹁
日
本
語
に
よ
る
プ
レ
イ
グ

ル
ー
プ
﹂
を
教
員
と
し
て
手
伝

っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
。
翌
80
年
米
国
の
非
営
利
団

体 

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
チ
ル
ド

レ
ン
ズ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
・
イ

ン
ク
に
な
り
日
本
語
名
称
を

﹁
よ
い
子
の
学
園
﹂
と
し
、
学

校
法
人
田
中
育
英
会
の
援
助
に

よ
り
、
89
年
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
の
現
校
舎
に
移
っ
た
後
﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
﹂
と
改

め
現
在
に
至
る
。
全
日
制
で
の

幼
小
一
貫
教
育
機
関(

３
歳
〜

小
６)

と
し
て
は
東
海
岸
唯
一

で
、
今
年
で
創
立
43
年
を
迎
え

る
。
現
在
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
の
本
校
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
な
ど
計
７

校
に
児
童
生
徒
８
５
０
人
が
学

ぶ
。
教
職
員
は
非
常
勤
も
入
れ

て
１
２
５
人
と
、
現
地
で
設
立

さ
れ
た
私
立
日
本
人
教
育
機
関

と
し
て
は
海
外
の
大
手
の
ひ
と

つ
だ
。
日
本
の
文
部
科
学
省
が

定
め
る
幼
稚
園
教
育
要
領
及
び

小
学
校
学
習
指
導
要
領
に
準
拠

し
た
教
育
を
日
本
語
で
行
っ
て

い
る
。
同
学
園
で
の
経
験
を
土

台
に
日
本
や
そ
の
他
の
国
々
で

活
躍
し
て
い
る
元
園
児
達
は

４
０
０
０
人
を
越
え
る
。

　
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
の
全
日
制
と

週
末
の
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
、

サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
に
子
供
を

通
わ
せ
て
い
る
保
護
者
の
最
大

の
学
校
選
択
理
由
の
一
つ
は
、

週
末
校
で
理
科
、
社
会
、
体
育

を
授
業
で
教
え
て
い
る
こ
と
が

実
は
非
常
に
大
き
い
。
子
供
が

将
来
、
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て

米
国
の
大
学
に
進
学
し
て
い
く

の
か
、
ま
た
は
親
の
転
勤
と
共

に
い
ず
れ
帰
国
す
る
の
か
は
各

家
庭
の
事
情
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
だ
が
、
小
学
生
時
代
に
日
本

の
理
科
と
社
会
を
受
け
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
日
本
国
内
の
同

等
学
年
の
子
供
た
ち
が
習
得
す

る
で
あ
ろ
う
知
識
が
す
っ
ぽ
り

と
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
こ
と
を

意
味
す
る
。
日
本
の
何
県
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
す
ら
さ
っ
ぱ
り

知
ら
な
い
と
い
う
空
白
が
で
き

る
こ
と
は
、
日
本
人
で
あ
る
こ

と
を
意
識
し
て
子
供
の
教
育
を

す
る
親
に
と
っ
て
は
大
き
な
リ

ス
ク
で
あ
り
、
何
よ
り
子
供
本

人
の
学
ぶ
機
会
を
奪
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

　
そ
し
て
全
日
制
の
場
合
は
、

独
自
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
法

﹁
ク
ロ
ス
メ
ソ
ッ
ド
﹂
に
よ
る

充
実
し
た
英
語
教
育
を
行
っ
て

お
り
、
小
学
部
6
年
生
に
は
英

検
１
級
合
格
者
も
輩
出
し
て
い

る
ほ
ど
だ
。
国
際
的
視
野
を
広

め
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
、
英
語
教
育
も
重
視
し
て

い
る
。
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人

の
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
な
り
、

子
ど
も
達
が
興
味
を
感
じ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
に
日
々
努
力

し
て
い
る
。
特
に
英
語
集
中
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
２
０
１
１
年
度
か

ら
開
始
し
て
お
り
、
金
曜
日
は

ま
る
１
日
、
英
語
の
み
で
現
地

校
の
よ
う
に
子
供
た
ち
は
学
習

し
て
い
る
。

　
加
え
て
岡
本
学
園
長
は
こ
う

言
う
。﹁
体
育
が
意
外
と
大
切

な
ん
で
す
よ
。
ア
メ
リ
カ
の
学

校
で
は
跳
び
箱
な
ん
か
し
ま
せ

ん
し
、
水
泳
も
授
業
と
し
て
は

や
り
ま
せ
ん
。
体
を
動
か
す
と

い
う
意
味
で
は
教
室
の
掃
除
な

ん
か
も
や
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

日
本
に
帰
っ
た
時
に
、
跳
び
箱

を
怖
が
っ
て
飛
べ
な
か
っ
た

り
、
掃
除
は
し
ま
せ
ん
、
と
言

っ
て
そ
れ
が
許
さ
れ
る
環
境
で

は
な
い
わ
け
で
す
ね
日
本
は
。

日
本
に
帰
っ
た
時
の
ソ
フ
ト
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
点
で
体
育

は
と
て
も
役
立
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。
そ
れ
か
ら
特
に
幼
児
部

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
に

多
く
の
教
育
の
選
択
肢
が
あ
る

場
所
は
別
と
し
て
、
地
方
の
日

本
人
が
全
然
い
な
い
と
こ
ろ
で

日
本
語
を
維
持
し
た
り
学
ん
だ

り
す
る
の
は
通
信
教
育
も
あ
る

程
度
意
味
は
あ
り
ま
す
が
、
幼

児
の
子
供
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

画
面
の
前
で
１
時
間
も
お
と
な

し
く
座
っ
て
授
業
を
受
け
る
な

ん
て
こ
と
は
大
変
な
こ
と
な
ん

で
す
。
生
き
て
い
る
会
話
は
砂

場
遊
び
を
し
て
い
る
と
き
だ
っ

た
り
工
作
だ
っ
た
り
ダ
ン
ス
や

遊
び
な
ど
に
よ
り
楽
し
く
歌
を

通
し
て
幼
稚
園
教
育
を
地
道
に

や
っ
て
い
ま
す
﹂
とFA

C
E

 
to FA

C
E

の
対
面
教
育
の
大

切
さ
を
強
調
す
る
。
日
本
よ
り

早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
対
策
が
解
除
さ
れ
、
マ
ス

ク
も
外
れ
た
米
国
だ
け
に
対
面

授
業
は
今
後
さ
ら
に
活
発
に
な

り
そ
う
だ
。マ
ン
ハ
ッ
タ
ン﹁
フ

レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
﹂
の
﹁
た

ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
﹂、
フ
ォ
ー
ト
・

リ
ー
﹁
り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
﹂
の
﹁
キ
リ
ン
の
へ

や
﹂
が
お
勧
め
だ
そ
う
だ
。

　
同
学
園
は
、
日
本
の
文
部
科

学
省
か
ら
の
教
員
派
遣
は
受
け

て
い
な
い
１
０
０
％
の
民
間
私

立
学
校
だ
が
、
日
本
語
教
育
の

水
準
と
評
価
は
世
界
中
の
日
本

人
教
育
機
関
の
中
で
も
群
を
抜

い
て
い
る
。
先
ご
ろ
公
益
財
団

法
人
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

の
第
43
回
海
外
子
女
文
芸
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
世
界
に
あ
る

日
本
人
学
校
、
補
習
授
業
校
の

中
で
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
20

校
だ
け
に
与
え
ら
れ
る
﹁
学
校

賞
﹂
を
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
の
5
校

が
受
賞
す
る
と
い
う
前
例
の
な

い
快
挙
を
挙
げ
て
い
る
。

　
日
本
と
全
く
同
じ
教
育
を
行

う
こ
と
が
海
外
の
日
本
人
教
育

機
関
の
ウ
リ
で
あ
る
こ
と
は
現

在
も
大
前
提
だ
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ

め
と
す
る
英
語
圏
で
は
、
英
語

能
力
と
﹁
現
地
校
感
覚
﹂
を
併

せ
持
っ
た
子
供
が
、
少
子
化
の

進
む
日
本
の
未
来
を
救
う
救
世

主
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

﹁
す
で
に
活
躍
し
て
い
る
卒
業

生
は
大
勢
い
ま
す
が
、
将
来
的

に
人
材
が
い
っ
ぱ
い
出
て
く
る

こ
と
を
さ
ら
に
願
っ
て
い
ま
す

よ
﹂
と
話
し
た
。

　︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

■
海
外
教
育
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
■

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
　
学
園
長

岡
本
徹
さ
ん

将来の日本のリーダーを育てる
海外でバイリンガル教育 43 年

週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！
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 STUDENT LIFE
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米
国
東
海
岸
で
日
本
語
を
学

ぶ
13
校
の
高
校
生
３
７
０
人
余

り
が
参
加
し
て
３
月
27
日
、
第

28
回
北
東
部
日
本
語
教
師
会

︵
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｊ
、
津
田
和
夫
会

長
︶
主
催
の
春
祭
り
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
国
際
学
校
︵
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｓ
、
田
中
雅
裕
同
祭
実
行

委
員
長
︶
で
開
催
さ
れ
た
。
同

校
は
国
連
職
員
の
子
弟
の
た
め

に
創
設
さ
れ
た
学
校
。

　
日
本
政
府
を
代
表
し
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
の
森

和
也
広
報
セ
ン
タ
ー
長
が
祝
辞

を
述
べ
、
国
際
交
流
基
金
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
日
本
文
化
セ

ン
タ
ー
の
下
山
雅
也
所
長
が
出

席
し
た
。

　
同
祭
で
は
式
典
の
冒
頭
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
料
理
研

究
家
、
千
葉
真
知
子
さ
ん
が
、

電
子
レ
ン
ジ
・
ク
ッ
ク
膳
を
使

っ
た
和
菓
子
制
作
の
実
演
を
披

露
し
な
が
ら
講
演
し
た
。
お
干

菓
子
の
材
料
、
寒
梅
粉
20
グ
ラ

ム
、
和
三
盆
40
グ
ラ
ム
、
色
粉
、

し
と
り
み
つ
小
2
︵
し
と
り
み

つ
は
、
水
あ
め
、
水
で
つ
く
る
︶

を
英
語
で
説
明
し
な
が
ら
﹁
昔

か
ら
あ
る
お
干
菓
子
の
木
型
は

４
万
５
０
０
０
円
も
し
て
、
型

を
彫
る
職
人
は
日
本
に
は
も
う

数
人
し
か
い
な
く
な
り
、
お
干

国
連
国
際
学
校
で

千
葉
さ
ん
和
菓
子
の
実
演

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の

週
末
校
部
門
︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
校
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
、

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
、
上

妻
雅
浩 

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶

で
は
、
幼
児
部
入
園
式
と
小
学

部
、
中
学
部
、
高
等
部
の
入
学

式
が
４
月
１
日
、
２
日
に
行
わ

れ
た
。
４
月
１
日
の
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
の
入
学
式
で

は
式
典
前
は
小
雨
模
様
の
天
気

で
あ
っ
た
が
、
式
典
が
終
わ
る

頃
に
は
雨
も
あ
が
り
、
ほ
こ
ろ

び
始
め
た
桜
を
背
景
に
家
族
で

記
念
撮
影
を
楽
し
む
姿
が
見
ら

れ
た
。

　
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校

入
学
式
で
は
幼
児
部
か
ら
高
等

部
ま
で
通
い
続
け
、
こ
の
３
月

に
修
了
し
た
生
徒
に﹁
日
本
語
、

英
語
の
ど
ち
ら
が
母
国
語
で
す

か
﹂、
と
の
半
場
綾
子
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
か
ら
の
質
問
に
、﹁
ど

ち
ら
も
母
国
語
﹂
と
、
即
答
し

た
生
徒
の
逸
話
が
紹
介
さ
れ
、

先
輩
の
後
に
続
く
よ
う
新
入
生

へ
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。
来
賓

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
の

佐
藤
貢
司
会
長
か
ら
は
新
入
生

と
そ
の
保
護
者
に
祝
福
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。

　
同
学
園
で
は
週
末
校
部
門
に

続
き
、
全
日
制
幼
児
部
小
学
部

︵
イ
ン
グ
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、

Ｎ
Ｊ
︶
及
び
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

１
０
３
丁
目
西
側
リ
バ
ー
サ
イ

ド
に
あ
る
全
日
制
プ
リ
ス
ク
ー

ル
の
た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
と
ウ
ィ

ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
で
も
入

園
入
学
式
が
行
わ
れ
る
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

週
末
学
校
で
入
学
式

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
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活

デ
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講
堂
で
和
菓
子
に
つ
い
て
説
明
す
る
千
葉
さ
ん

千葉さんの指導で和菓子の制作に初挑戦する米高校生たち

菓
子
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
型

を
私
が
考
案
し
ま
し
た
﹂
と
言

う
と
会
場
か
ら
拍
手
が
湧
い

た
。
春
祭
り
会
場
で
は
、
日
本

文
化
を
体
験
す
る
ブ
ー
ス
が
１

階
ロ
ビ
ー
に
設
け
ら
れ
、
千
葉

さ
ん
の
ブ
ー
ス
に
は
早
速
高
校

生
た
ち
が
集
ま
り
、
ま
ず
は
、

練
り
切
り
を
ア
ン
パ
ウ
ダ
ー
、

砂
糖
、
塩
、
水
を
ク
ッ
ク
膳
で

３
分
加
熱
し
て
和
菓
子
の
型
に

詰
め
て
出
来
上
が
る
と
こ
ろ
ま

で
を
体
験
し
て
、
最
後
は
パ
ク

リ
と
か
じ
っ
て
﹁
う
ー
ん
、
美

味
し
い
！ 

柔
ら
か
い
日
本
の

味
で
す
﹂
と
綺
麗
な
日
本
語
で

感
想
を
語
り
笑
顔
を
見
せ
て
い

た
。

　
国
連
国
際
学
校
で
の
実
演
の

前
、
一
時
帰
国
か
ら
米
国
に
戻

る
直
前
に
千
葉
さ
ん
は
、
文
化

庁
の
都
倉
俊
一
文
化
長
官
を
訪

問
し
た
。
千
葉
さ
ん
は
﹁
都
倉

長
官
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
で

あ
る
和
菓
子
を
世
界
に
発
信
し

て
い
き
た
い
。
木
型
を
彫
る
職

人
が
数
人
し
か
い
な
く
な
り
、

高
額
な
こ
と
も
問
題
だ
と
話
さ

れ
、
私
の
開
発
し
た
20
種
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
和
菓
子
の
型
、

英
語
の
本
に
大
変
興
味
を
持
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
簡
単
に

作
る
こ
と
も
外
国
人
に
は
必
要

と
も
。
パ
リ
の
コ
ル
ド
ン
ブ
ル

ー
料
理
学
校
の
先
生
た
ち
に
和

菓
子
の
指
導
を
し
た
事
も
大
変

評
価
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
﹂

と
話
し
た
。

　
ま
た
育
英
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー

ル
で
は
、
春
の
明
る
い
陽
射
し

が
ま
ぶ
し
い
２
日
︵
日
︶
に
幼

児
部
入
園
式
と
小
学
部
入
学
式

が
行
わ
れ
た
。
年
中
組
に
入

園
す
る
園
児
、
小
学
校
１
年

生
に
入
学
す
る
児
童
、
保
護

者
家
族
、
そ
し
て
今
年
度
は
、

C
O

V
ID

-19

以
来
初
め
て
と

な
る
、
在
園
在
籍
生
も
参
加
し

て
、
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
全
体

で
お
祝
い
で
き
る
入
園
・
入
学

式
と
な
っ
た
。

　
担
任
の
先
生
に
名
前
を
呼
ば

れ
る
と
、
一
人
一
人
が
前
へ
出

て
、
入
園
・
入
学
許
可
書
を
立

派
に
受
け
取
っ
て
い
た
。
西

田
泉
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
は
、

｢

今
日
か
ら
始
ま
る
サ
ン
デ
ー

ス
ク
ー
ル
で
は
、
お
友
達
、
先

生
と
一
緒
に
た
く
さ
ん
勉
強
を

し
て
、
思
い
っ
き
り
活
動
を
し

て
、
大
好
き
な
こ
と
を
い
っ
ぱ

い
見
付
け
て
く
だ
さ
い
。｣

と

い
う
話
が
あ
り
、新
入
生
は
皆
、

笑
顔
で
聞
い
て
い
た
。
児
童
会

代
表
の
６
年
生
か
ら
は
、﹁
一

年
生
か
ら
習
い
始
め
て
、
卒
業

ま
で
に
千
字
以
上
習
う
と
聞
い

た
ら
、
た
く
さ
ん
で
、
と
て
も

む
ず
か
し
く
聞
こ
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
習
い
始

め
た
ら
、
ど
の
漢
字
が
ど
ん
な

意
味
を
も
っ
て
い
て
、
へ
ん
と

つ
く
り
は
何
で
、
名
前
は
何
な

の
か
を
勉
強
し
た
ら
、
そ
ん
な

に
難
し
く
、
多
く
に
感
じ
ま
せ

ん
﹂﹁
お
正
月
に
な
る
と
お
も

ち
つ
き
大
会
を
や
り
ま
す
。
一

緒
に
作
っ
た
も
の
を
み
ん
な
で

食
べ
て
い
る
と
、
普
通
の
お
も

ち
よ
り
何
倍
も
お
い
し
く
感
じ

ま
す
﹂
と
学
園
生
活
の
魅
力
が

紹
介
さ
れ
た
。

日
本
語
を
学
ぶ
米
国
の

高
校
生
３
７
０
人
参
加

http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.kikokushijoacademy.com/
https://www.joes.or.jp/
http://ymcatfv.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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Ｑ
　
私
は
高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア

で
、
小
さ
い
頃
か
ら
医
者
に
な

る
の
が
夢
で
す
。
両
親
も
応
援

し
て
く
れ
て
い
て
、
私
の
将
来

の
た
め
も
あ
り
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
を
取
得
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
学
で
は
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー

ル
の
準
備
の
た
め
の
プ
リ
メ
ド

を
専
攻
す
る
つ
も
り
で
し
た

が
、
生
化
学
の
専
攻
も
い
い
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
始
め
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
去
年
か
ら
サ
イ

エ
ン
ス
の
リ
サ
ー
チ
の
ク
ラ
ス

に
入
り
、
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
い

う
職
業
に
も
興
味
を
持
ち
始
め

た
か
ら
で
す
。
プ
リ
メ
ド
を
取

ら
な
い
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー

ル
に
行
け
な
い
と
思
い
込
ん
で

い
た
の
で
す
が
、
あ
る
人
か
ら

大
学
の
専
攻
に
関
係
な
く
メ
デ

ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
に
行
け
る
と

聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
当
で

し
ょ
う
か
。︵
Ｎ
Ｙ
州
、高
校
生
︶

Ａ
　
勘
違
い
し
て
い
る
人
が

多
い
の
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ

の
大
学
に
プ
リ
メ
ド
︵pre-

m
edicine

、
略
称: pre-m

ed)

と
い
う
専
攻
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
師
を
目
指
す
学
生
は
、
メ
デ

ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
の
要
求
す
る

一
連
の
ク
ラ
ス
を
大
学
で
取

り
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
に
出
願
す

る
時
に
必
要
な
テ
ス
ト
の
勉
強

を
し
て
進
学
準
備
を
し
ま
す
。

こ
の
準
備
を
し
て
い
る
学
生
の

専
攻
が
実
際
は
生
物
で
あ
っ
て

も
、
プ
リ
メ
ド
を
専
攻
し
て
い

る
と
か
プ
リ
メ
ド
の
学
生
で
あ

る
と
言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

履
修
必
須
科
目
は
生
物
や
化
学

な
ど
が
主
な
の
で
、
そ
う
い
っ

た
分
野
を
専
攻
に
し
た
方
が
効

率
が
良
い
で
す
が
、
き
ち
ん
と

準
備
す
れ
ば
文
系
の
専
攻
か
ら

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
に
進
学

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
た
だ

し
こ
れ
は
全
体
の
勉
強
時
間
が

よ
り
多
く
必
要
に
な
る
の
で
、

医
師
に
な
る
と
い
う
強
い
意
志

が
必
要
な
選
択
で
し
ょ
う
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
大
学
在
学
中
に

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
の
進
学

準
備
を
す
る
の
は
大
変
な
の

で
、
大
学
の
卒
業
を
延
ば
し
た

り
卒
業
後
に
出
願
す
る
人
も
い

ま
す
。

　
こ
の
一
般
的
な
プ
リ
メ
ド
の

コ
ー
ス
と
は
別
に
、
全
米
約
60

の
大
学
に
は
成
績
が
優
秀
で
将

来
医
師
に
な
る
適
性
や
能
力

を
見
込
ま
れ
た
学
生
に
向
け

て
、
７
年
か
８
年
で
学
士
と
医

学
士
課
程
を
終
え
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
学
生
は
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｔ

の
ス
コ
ア
を
提
出
し
な
く
て
も

よ
い
場
合
が
多
く
、
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
ク
ー
ル
の
た
め
に
履
修
す

る
べ
き
化
学
や
生
物
な
ど
の
科

目
で
よ
い
成
績
を
キ
ー
プ
し
て

い
れ
ば
、
自
動
的
に
所
定
の
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
に
進
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
近
い
所
で
は

Ｎ
Ｙ
州
立
大
学
ス
ト
ー
ニ
ー
ブ

ル
ッ
ク
校
︵SU

N
Y

 Stony 
B

rook)
か
ら
同
校
の
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
ク
ー
ル
、
Ｎ
Ｙ
市
立
大

学
シ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ︵C

ity 
C

olleg
e of N

ew
 Y

ork)

か
ら
Ｎ
Ｙ
市
立
大
学
メ
デ
ィ

カ
ル
・
ス
ク
ー
ル
︵C

U
N

Y
 

School of M
edicine)

へ
進

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す

が
、
合
格
率
は
数
％
と
超
難
関

で
す
。

　
相
談
者
さ
ん
が
大
学
に
入
っ

て
か
ら
も
自
分
の
興
味
の
あ
る

分
野
で
リ
サ
ー
チ
を
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
ク
ー
ル
に
入
る
た
め
に

も
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
実
験

や
研
究
の
設
備
が
整
っ
て
い
て

も
、
大
学
院
生
だ
け
で
な
く
学

部
生
に
も
リ
サ
ー
チ
を
す
る
機

会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
も
大

学
を
選
ぶ
上
で
留
意
す
る
べ
き

点
で
す
。
小
さ
い
リ
ベ
ラ
ル
ア

ー
ツ
大
学
の
中
に
は
、
学
部
生

が
リ
サ
ー
チ
を
し
や
す
い
環
境

が
整
っ
て
い
て
思
っ
た
以
上
に

多
く
の
卒
業
生
を
メ
デ
ィ
カ
ル

ス
ク
ー
ル
に
送
っ
て
い
る
所
も

あ
り
ま
す
。
大
学
の
規
模
に
関

係
な
く
、
プ
リ
ヘ
ル
ス
ま
た
は

プ
リ
メ
ド
と
呼
ば
れ
る
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
コ
ー
ス
の
選
択
や
課

外
活
動
、
テ
ス
ト
の
準
備
な
ど

要
所
要
所
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
く
れ
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
の

し
っ
か
り
し
た
大
学
に
進
学
し

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
に
進
学

す
る
学
生
の
多
い
大
学
に
は
、

同
じ
目
標
を
持
っ
た
学
生
達
が

情
報
を
得
た
り
サ
ポ
ー
ト
し
合

う
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

　
医
師
に
な
る
こ
と
が
夢
で
あ

っ
て
も
、
大
学
に
入
っ
て
か
ら

歯
科
医
師
や
薬
剤
師
、
検
眼
医

な
ど
に
目
標
を
変
え
る
人
も
い

れ
ば
、
全
く
別
の
職
業
を
目
指

す
人
も
い
ま
す
。
目
標
が
変
わ

っ
た
と
し
て
も
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

 本欄への相談は

●サトリ・カレッジ・プランニング
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プリメドという専攻はない？

 千葉真知子の

 ART COOKING
作
り
方

１
　
野
菜
は
洗
っ
て
ガ
ラ
ス
の

ボ
ウ
ル
に
入
れ
る
。
ト
マ
ト
は

い
ち
ょ
う
切
り
に
し
レ
タ
ス
な

ど
の
野
菜
の
横
に
盛
る
。

材料

プリーツレタスほか緑の野菜

トマト　

ドレッシング　　

ホワイトバルサミコ .....大さじ４　

オリーブオイル ............大さじ１　

塩・胡椒 ..............................少々

サ
ラ
ダ　

ホ
ワ
イ
ト
バ
ル
サ
ミ
コ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

２
　
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
材
料
を

ボ
ウ
ル
に
入
れ
て
ホ
イ
ッ
パ
ー

で
か
き
混
ぜ
る
。

３
　
食
べ
る
直
前
に
②
の
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
を
野
菜
に
か
け
る
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

日
本
人
学
校
で
入
学
式

　
ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
を
希

望
す
る
高
校
生
と
そ
の
親
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
サ
ト
リ
カ
レ
ッ
ジ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
今
年
も
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
エ
イ
ド
に
関

す
る
大
学
と
の
交
渉
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
無
料
で
提
供
す
る
。
た

だ
し
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ａ
を
申
請
し
大

学
入
学
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
を
今
春

す
る
年
間
の
総
収
入
︵
グ
ロ
ス

イ
ン
カ
ム
︶
が
12
万
５
０
０
０

ド
ル
以
下
の
家
庭
の
み
を
対

象
と
す
る
。
希
望
者
は
４
月

21
日
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

satoricolleg
eplan

n
in

g
.

com

ま
で
。

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
新
元
良
一
校
長
︶
は
1

日
、
入
学
式
お
よ
び
始
業
式
を

行
っ
た
。
同
校
の
体
育
館
で
執

り
行
わ
れ
た
二
部
構
成
の
行
事

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
者
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
一
部
は
幼
児

部
入
園
の
児
童
、
二
部
が
小
学

部
、
中
学
部
の
新
入
生
が
出
席

し
た
。
　

　
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始
ま
っ
て
間

も
な
く
新
入
生
の
紹
介
と
な

り
、
ク
ラ
ス
担
任
か
ら
自
分
の

名
前
が
呼
ば
れ
る
と
、
喜
び
を

表
す
よ
う
に
、
一
部
、
二
部
と

も
に
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
声

で
返
事
し
た
。

　
二
部
で
は
校
長
の
式
辞
の

後
、
国
際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
所
長
の
下
山
雅
也
氏
が
、

祝
辞
の
た
め
演
壇
の
前
に
立
っ

た
＝
写
真
＝
。
同
団
体
が
推
奨

す
る
、
日
本
と
海
外
と
を
文
化

交
流
を
通
じ
結
ぶ
活
動
を
、
野

球
や
日
本
発
の
ア
ニ
メ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
話
題
に
紹
介
す
る

と
、
少
し
緊
張
気
味
だ
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
表
情
も
和
ら
い
で

い
っ
た
。
続
い
て
祝
辞
を
述
べ

た
の
が
、
同
校
の
フ
ラ
ン
ス
人

学
校
校
長
も
兼
任
す
る
ピ
エ
ー

ル
＝
ル
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ペ
ロ
学

長
。﹁
本
校
は
学
び
の
場
で
あ

る
と
と
も
に
、
ひ
と
つ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
も
あ
り
ま
す
﹂
と

い
う
言
葉
を
新
入
生
に
贈
っ

た
。
日
本
語
を
通
じ
て
の
学
習

と
と
も
に
、
普
段
か
ら
友
だ
ち

や
先
生
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
他

者
を
思
い
や
る
心
を
養
う
な

ど
、
集
団
生
活
の
た
い
せ
つ
さ

を
教
育
方
針
の
重
点
に
置
く
同

校
の
姿
勢
が
う
か
が
え
た
。
生

徒
代
表
と
し
て
、
小
学
二
年
生

の
ふ
た
り
が
新
入
生
を
歓
迎
す

る
言
葉
を
述
べ
た
後
、
今
度
は

新
一
年
生
の
女
子
生
徒
が
演
壇

に
歩
を
進
め
た
。
保
護
者
や
来

賓
に
向
か
っ
て
粛
々
と
お
辞
儀

を
し
、用
意
し
た
紙
を
広
げ
て
、

は
き
は
き
と
し
た
口
調
で
あ
い

さ
つ
文
を
読
み
上
げ
る
。
幼
い

な
が
ら
も
、
落
ち
着
き
、
堂
々

た
る
姿
に
、
ス
ピ
ー
チ
後
は
会

場
で
盛
大
な
拍
手
が
起
こ
っ

た
。
最
後
に
、
同
校
所
属
の
コ

ー
ラ
ス
・
グ
ル
ー
プ
が
﹁
あ
お

い
そ
ら
に
　
え
を
か
こ
う
﹂
を

斉
唱
し
、
の
び
の
び
と
し
た
歌

声
で
学
校
生
活
が
は
じ
ま
る
生

徒
た
ち
の
門
出
を
祝
っ
た
。

アメリカの大学進学サポート

ファイナンシャルエイド
無料アドバイス

http://www.betteratmath.com
https://satoricollegeplanning.com/
https://starchildny.com/
mailto:kazenowabg@gmail.com
https://www.nykoyamashodo.com/
http://www.gwjs.org
mailto:info@satoricollegeplanning.com
https://satoricollegeplanning.com
mailto:info@satoricollegeplanning.com
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幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校
書
写
ク
ラ
ブ

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
・
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

 

　
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
49
回
春
期
課
題
、
第
２
回
目
の

選
考
作
品
21
点
を
発
表
し
ま
す
。

　
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年
度
末
に

年
間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ

り
豪
華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募
数
が
一
番
多
か
っ

た
団
体
に
は
、
特
別
団
体
賞
と
し
て
応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ

ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

　
課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.

n
y
seikatsu.com

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
応
募

要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

 週刊ＮＹ生活
 第49回春期課題選考作品発表（２）

 協賛：米国ゼブラ社

次
回
第
50
回
夏
期
課
題
の
発
表
は
５
月
13
日

号
の
予
定
で
す
。

https://www.zebrapen.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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僕
は
６
年
生
の
１
年
間
で

た
く
さ
ん
の
歴
史
を
習
い
ま

し
た
。
そ
の
中
に
は
、
僕
の

知
ら
な
い
面
白
い
ド
キ
ド
キ

な
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
石

器
時
代
か
ら
江
戸
時
代
、
そ

し
て
明
治
時
代
、
昭
和
時
代

と
、
多
く
の
時
代
の
歴
史
を

学
び
ま
し
た
。
僕
は
毎
週
「
次

の
授
業
で
は
何
を
習
う
の
だ

ろ
う
」
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
、

い
つ
も
誰
よ
り
も
先
に
教
科

書
を
開
い
て
い
ま
し
た
。

　
僕
が
一
番
好
き
だ
っ
た
の

は
、
古
墳
／
石
器
時
代
で
し

た
。
元
か
ら
歴
史
が
好
き
だ

っ
た
僕
は
、
は
じ
め
て
の
歴

史
の
学
習
に
張
り
切
っ
て
し

ま
い
、
1 

日
で
ほ
と
ん
ど
全

て
の
石
器
時
代
と
古
墳
時
代

の
内
容
を
覚
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
時
、
教
科
書
を

読
ん
で
い
て
僕
は
、
昔
は
ど

の
よ
う
な
人
が
い
た
の
か
、

ま
た
、
そ
の
人
た
ち
は
ど
の

よ
う
に
生
き
て
い
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
平
安
時
代
で
は
、

人
々
は
何
を
信
じ
て
、
貴
族

は
ど
う
暮
ら
し
て
い
た
の
か
、

逆
に
農
民
は
ど
の
よ
う
な
扱

い
を
受
け
て
い
た
の
か
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し 

た
。
そ

し
て
、
戦
国
時
代
に
は
、
武

将
た
ち
が
新
し
い
技
術
を
取

り
入
れ
、
様
々
な
戦
略
を
立

て
て
戦
い
、
江
戸
時
代
に
は

武
士
や
農
民
な
ど
の
身
分
が

あ
り
、
全
く
違
う
生
き
方
を

し
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。

　
明
治
時
代
に
は
憲
法
が
で

き
、
日
本
が
飛
躍
的
な
進
歩

を
遂
げ
た
こ
と
が
と
て
も
興

味
深
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
頃
の
日

本
は
、
他
の
国
と
不
平
等
条

約
を
結
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
対
し
て
解
決
策
を
出
し

て
成
長
し
て
い
く
姿
を
学
ぶ

の
が
楽
し
く
て
た
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
戦
後
は
、
人
々
の
考
え
が

さ
ら
に
変
わ
り
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
戦
争
の
後
、
日

本
が
す
ご
い
速
さ
で
進
化
し

た
の
に
は
と
て
も
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
た
っ
た
数
十
年

で
焼
け
野
原
を
巨
大
な
都
市

に
変
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

開
催
し
て
、
新
幹
線
が
開
通

し
て
変
わ
っ
て
い
く
姿
を
見

て
、
自
分
の
国
が
と
て
も
誇

ら
し
く
思
え
ま
し
た
。

　
こ
の
1
年
間
を
通
し
て
僕

は
や
っ
ぱ
り
歴
史
が
好
き
で
、

僕
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
中
学
校
高

校
に
な
っ
て
も
歴
史
を
学
び

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
歴
史
上
の
多
く
の

こ
と
を
学
ん
で
、
そ
の
知
識

が
将
来
役
に
立
て
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
先
も
歴
史
は
僕
を
影
で

支
え
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　  

　
　（
滞
米
３
年
８
か
月
）

　
私
は
日
本
人
の
親
を
持
つ
、

ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
日
系

ア
メ
リ
カ
人
で
す
。
私
の
両

親
は
日
本
で
生
ま
れ
育
ち
、

私
は
弟
と
共
に
日
本
人
ら
し

く
ア
メ
リ
カ
で
育
て
ら
れ
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
周
り
の

人
々
、
友
達
や
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
育

っ
た
ア
メ
リ
カ
人
で
す
。
毎

日
私
は
ど
ち
ら
の
文
化
を
取

る
べ
き
な
の
か
、
問
い
続
け

て
し
ま
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

に
い
る
時
は
外
国
人
み
た
い

な
私
。
そ
し
て
日
本
へ
帰
る

度
に
も
私
は
外
国
人
だ
、
と

思
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

家
の
外
へ
出
る
度
に
、
ど
こ

へ
行
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
の

色
々
な
文
化
に
出
会
い
ま
す
。

で
す
が
、
家
の
中
で
は
い
つ

も
日
本
の
文
化
に
浸
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
濃
い
文

化
の
混
ざ
っ
た
日
々
を
送
る

中
で
、
私
は
本
当
は
何
な
の

か
、
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

現
地
校
の
友
達
は
、
た
っ
ぷ

り
と
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
私

に
語
っ
て
く
れ
る
、
お
母
さ

ん
と
お
父
さ
ん
や
補
習
校
の

人
々
は
、
日
本
の
文
化
に
触

れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
の
文
化
か
日
本
の
文
化

か
、
現
地
校
か
補
習
校
か
。

両
方
と
も
大
切
な
の
に
選
ば

な
い
と
い
け
な
い
日
が
来
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
学
校
で
は
色
々
な
人
と
会

い
、
新
し
い
関
係
を
作
る
事

が
で
き
ま
す
。
私
の
現
地
校

に
は
色
々
な
生
徒
や
先
生
が

い
ま
す
。「
色
々
」
と
言
っ
て

も
そ
の
多
く
は
ア
メ
リ
カ
人

で
す
。
こ
ん
な
ア
メ
リ
カ
の

文
化
の
多
い
学
校
で
は
私
だ

け
で
は
な
く
、
私
み
た
い
に

他
の
文
化
を
持
ち
合
わ
せ
た

生
徒
も
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
私

の
学
校
で
は
世
界
の
文
化
を

習
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
い

わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を

習
い
ま
す
。
私
は
、
も
っ
と

文
化
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
学

び
た
い
で
す
が
、
現
地
校
の

お
か
げ
で
ま
ず
は
ア
メ
リ
カ

の
文
化
を
よ
く
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
つ
い
で
に
、

私
の
友
達
は
ほ
と
ん
ど
ア
メ

リ
カ
人
な
の
で
、
ア
メ
リ
カ

の
生
活
習
慣
な
ど
を
た
く
さ

ん
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
学
校
生
活
の
お
か
げ
で
、

家
の
中
で
は
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
ア
メ
リ
カ
の
事
を
も

っ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
補
習
校
で
も
現
地
校
み
た

い
に
、
色
々
な
人
々
と
の
出

会
い
が
あ
り
、
仲
良
く
で
き

る
場
所
で
す
。
こ
の
補
習
校

で
も
ア
メ
リ
カ
の
文
化
が
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
み
ん
な
や
っ
ぱ

り
日
本
人
で
す
。
先
生
方
も

日
本
人
で
す
。
日
本
語
で
話

し
合
い
、
日
本
の
文
化
を
習

う
こ
と
が
で
き
、
家
族
と
い

る
時
よ
り
も
、
も
っ
と
日
本

語
を
使
い
、
深
く
行
事
な
ど

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
学
校
の
お
か
げ
で
私
は

よ
り
多
く
日
本
の
文
化
を
学

び
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
で
も
、
こ
の
二

つ
の
文
化
や
習
慣
を
知
る
私

は
色
々
と
得
を
す
る
事
も
あ

り
ま
す
。
何
年
か
前
の
夏
、

私
の
祖
父
母
は
ア
メ
リ
カ
に

遊
び
に
き
ま
し
た
。
二
人
は

日
本
生
ま
れ
の
日
本
育
ち
で
、

あ
ま
り
ア
メ
リ
カ
の
事
は
知

り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
の
文

化
を
知
る
私
は
、
祖
父
母
に
、

ア
メ
リ
カ
の
習
慣
な
ど
を
教

え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
英
語
の
通
訳
も
簡
単

に
で
き
、
私
は
自
分
で
自
分

の
事
を
「
す
ご
い
」
と
思
う

場
面
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
現
地
校
で
も
、
友
達

に
日
本
の
文
化
を
教
え
る
事

が
何
回
も
あ
り
ま
す
。
最
近

流
行
っ
て
い
る
日
本
料
理
や
、

ア
ニ
メ
は
こ
ち
ら
で
は
大
人

「
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
」

　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
満
里
奈

　
２
０
２
２
年
の
夏
は
、
や

っ
と
３
年
ぶ
り
に
家
族
と
日

本
に
行
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

ず
っ
と
行
き
た
か
っ
た
場
所

の
一
つ
で
あ
る
京
都
に
行
き

ま
し
た
。
京
都
で
は
新
し
い

こ
と
を
学
ん
だ
り
、
お
ど
ろ

い
た
り
、
感
心
す
る
場
所
を

た
く
さ
ん
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
が
清
水
寺
。
私

が
行
っ
た
日
は
雨
が
降
っ
て

い
ま
し
た
が
、
お
寺
の
景
色

を
よ
り
美
し
く
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
最
も
お
ど
ろ
い
た

事
は
、
建
物
に
は
釘
が
な
く
、

全
体
が
木
だ
け
で
組
み
合
わ

せ
て
建
て
た
事
で
す
。
木
と

木
の
繋
ぎ
目
を
色
々
見
て
ま

わ
り
ま
し
た
。

　
次
は
二
条
城
で
す
。
城
の

壁
の
ア
ー
ト
は
特
に
す
ば
ら

し
く
、
ト
ラ
な
ど
の
動
物
、

木
な
ど
が
描
か
れ
て
い
て
、

当
時
の
歴
史
が
と
て
も
気
に

な
り
ま
し
た
。
と
て
も
興
味

深
か
っ
た
一
つ
は
、
床
の
音

で
し
た
。
一
歩
踏
み
出
す
た

び
に
床
が
き
ゅ
っ
き
ゅ
っ
と

い
う
よ
う
な
音
を
た
て
ま
す
。

敵
が
忍
び
込
む
と
分
か
る
よ

う
に
わ
ざ
と
床
に
す
き
間
を

作
り
、
木
や
釘
を
使
っ
て
音

を
出
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
次
は
ず
っ
と
行
っ

て
み
た
か
っ
た
伏
見
い
な
り

大
社
。
ア
メ
リ
カ
の
学
校
で

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
に
作
っ

た
ア
ー
ト
で
あ
る
「
ゲ
ー
ト
」

と
神
社
に
つ
い
て
学
ん
だ
時

か
ら
、
ア
イ
デ
ア
の
元
と
な

っ
た
と
い
う
伏
見
い
な
り
大

社
を
直
接
見
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
た
ど

り
着
い
た
時
、
そ
れ
は
あ
っ

と
う
さ
れ
る
赤
い
門
が
た
く

さ
ん
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ず

っ
と
ず
っ
と
上
が
っ
て
い
く

階
段
が
あ
り
、
赤
い
門
も
ず

っ
と
続
き
ま
す
。
は
じ
め
は

楽
し
く
く
ぐ
っ
て
行
き
ま
し

た
が
頂
上
ま
で
歩
い
て
行
く

の
が
と
て
も
大
変
で
し
た
。

　
京
都
に
行
く
こ
と
は
私
に

と
っ
て
と
て
も
楽
し
い
経
験

で
、
多
く
の
新
し
い
事
を
学

び
、
そ
こ
の
景
色
は
と
て
も

美
し
く
歴
史
も
あ
り
ま
し
た
。

他
に
も
嵐
出
の
竹
や
ぶ
な
ど

た
く
さ
ん
ま
わ
っ
た
け
れ
ど
、

ま
だ
ま
だ
行
け
な
か
っ
た
場

所
も
あ
る
の
で
、
い
つ
か
ま

た
家
族
と
京
都
に
行
け
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　  

　（
滞
米
11
年
）
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「
僕
の
歴
史
」

　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
脇
　
大
瑚

「
京
都
の
町
を
歩
い
て
」

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
谷
　
エ
ヴ
ァ
リ
ー
ナ

気
。
私
が
知
っ
て
い
る
事
な
ら

全
部
教
え
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

漫
画
や
本
、
映
画
も
全
部
日
本

語
と
英
語
で
読
ん
だ
り
見
た
り

し
て
楽
し
め
ま
す
。
そ
う
い
う

時
は
、
他
の
子
か
ら
う
ら
や
ま

し
く
思
わ
れ
、
み
ん
な
よ
り
得

し
た
気
が
し
ま
す
。

　
私
の
中
で
は
、
こ
の
二
つ
の

文
化
は
共
に
存
在
し
、
こ
れ
か

ら
も
一
緒
に
上
手
に
存
在
で
き

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
私
は

ず
っ
と
ど
ち
ら
の
文
化
を
背
負

っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
。
私
は
両
方
な
の

だ
、
ア
メ
リ
カ
人
と
日
本
人
な

の
だ
。
一
つ
の
文
化
に
絞
っ
た

ら
、
も
う
一
つ
を
捨
て
て
い
る

気
が
し
ま
す
。
そ
れ
は
も
っ
た

い
な
い
。
私
は
、
ア
メ
リ
カ
と

日
本
の
文
化
の
両
方
を
伝
え
て

い
け
る
国
際
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　  

　（
米
国
生
ま
れ
）

「冬休みの出来事」
　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小３

　　　　　　　　　　　　ドイツ　はるき

　
冬
休
み
に
家
族
全
員
で
ナ

ッ
ツ
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
に
見
に
行
き
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
が
「
良
い
服
を
着

な
さ
い
。」
と
言
い
ま
し
た
が
、

て
れ
く
さ
か
っ
た
か
ら
、
ふ

つ
う
の
服
を
着
て
行
き
ま
し

た
。

　
た
て
物
に
入
っ
た
ら
美
し

か
っ
た
で
す
。
た
と
え
ば
、

か
べ
の
も
よ
う
や
ト
イ
レ
が

全
部
自
動
な
の
が
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。
他
の
人
は
と

く
べ
つ
な
服
を
着
て
い
ま
し

た
が
、
ぼ
く
は
ボ
ロ
ボ
ロ
な

き
た
な
い
服
を
着
て
い
た
の

で
、
や
る
せ
な
か
っ
た
で
す
。

　
バ
レ
エ
が
始
ま
っ
た
ら
、

セ
リ
フ
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

体
で
一
生
け
ん
命
表
し
て
く

れ
た
か
ら
、
十
分
分
か
り
や

す
か
っ
た
で
す
。

　
と
中
で
弟
が
く
た
び
れ
て

ね
て
し
ま
っ
た
の
で
、
目
を

う
た
が
い
ま
し
た
。
四
さ
い

く
ら
い
の
子
が
は
ち
の
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
を
着
て
、
お
し
り

を
ふ
っ
て
い
た
の
が
、
お
も

し
ろ
く
て
す
き
で
し
た
。
予

想
よ
り
感
げ
き
し
た
の
で
ま

た
行
き
た
い
で
す
。

　
　  

　（
滞
米
９
年
５
か
月
）

■
お
詫
び
と
訂
正
■
本
紙
４
月
１
日
号
本
欄
掲
載
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
４
白
方
怜
奈
さ
ん
の
氏
名
表
記

が
白
石
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
と
共
に
お
詫
び
申
し
げ
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
版
で
は
修
正
済
み
で
す
。

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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人
里
離
れ
た
郊
外
の
家
を
和
風
イ
ン
ス
パ
イ
ヤ
ー
の
イ

ン
テ
リ
ア
に
改
装
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
可
能
に
し
た
、

ま
さ
に
自
然
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
の
暮
ら
し
と
仕
事
。

　
障
子
を
窓
に
施
工
し
、
イ
ン
テ
リ
ア
・
ス
タ
イ
ル
と
自

然
と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、
絶
妙
の
雰
囲
気
を
出
す
演
出
。

障
子
の
本
物
の
和
紙
か
ら
も
れ
る
や
さ
し
い
光
で
、
和
を

感
じ
な
が
ら
自
然
な
生
活
を
堪
能
で
き
る
。

　
木
や
自
然
素
材
を
う
ま
く
使
っ
たm

id century 
style

の
家
具
類
は
、
自
然
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
有
機
的

な
形
で
、
和
風
と
洋
風
の
イ
ン
テ
リ
ア
中
に
あ
っ
て
も
、

光
を
通
し
た
障
子
に
綺
麗
に
映
え
、
自
然
と
や
わ
ら
か
さ

を
な
感
じ
さ
せ
る
。

　
た
た
み
は
床
の
上
に
置
く
︵
敷
く
︶
薄
い
タ
イ
プ
の
和

紙
畳
。
見
た
目
は
伝
統
的
な
イ
グ
サ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り

な
い
が
、
汚
れ
、
日
焼
け
、
カ
ビ
に
強
く
、
耐
久
性
は
イ

グ
サ
の
３
倍
。
薄
い
形
状
で
、
敷
く
だ
け
で
、
日
差
し
が

強
い
と
こ
ろ
や
、
ス
リ
ッ
パ
な
ど
で
乗
っ
た
り
、
ア
メ
リ

カ
で
の
使
用
に
ピ
ッ
タ
リ
。
破
れ
な
い
加
工
さ
れ
た
和
紙

︵
強
化
和
紙
︶
で
、
防
火
加
工
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
紙
に

慣
れ
て
な
い
ア
メ
リ
カ
人
ユ
ー
ザ
ー
で
も
使
用
可
。
Ｕ
Ｓ

防
火
加
工
済
。

 <

こ
の
部
屋
の
照
明>

部
屋
の
照
明
は
、
耐
火
性
和
紙
の
内
部
照
明
で
、
自
然
と

や
わ
ら
か
さ
を
感
じ
る
照
明
。

プ
レ
シ
ャ
ス
ピ
ー
ス
提
供
。

 <

こ
の
私
邸
に
い
れ
る
時
に
か
か
っ
た
お
お
よ
そ
の
費

用
、
コ
ス
ト>

　
基
本
的
に
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
、
仕
上
げ
の
木

工
事
な
ど
を
除
き
、
障
子
和
紙
10
枚
分
で
、
だ
い
た
い

３
０
０
０
ド
ル
く
ら
い
か
ら
。
畳
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
マ
ッ
ト

は
、
12
枚
分
で
４
０
０
０
ド
ル
く
ら
い
か
ら
。
和
紙
照
明

も
４
０
０
ド
ル
位
か
ら
特
注
で
製
作
。
家
具
、
窓
際
照
明

は
ジ
ョ
ー
ジ
ナ
カ
シ
マ
特
注
品
。
問
い
合
わ
せ
は
下
記
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
。

︵
写
真
提
供
・
プ
レ
シ
ャ
ス
ピ
ー
ス
︶

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
自
然
に
大
接
近

問い合わせは　E メール　info@precious-piece.com 小平さん

　
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ

が
育
っ
た
土
地
の
自
宅
が

５
７
５
万
ド
ル
で
売
り
に
出
さ

れ
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ョ

ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ
エ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
の
南
側
、
ブ
ロ
ン
ク

ス
ビ
ル
の
ク
ラ
ウ
ン
ラ
ン
ズ
と

呼
ば
れ
る
6
エ
ー
カ
ー
の
敷
地

で
育
っ
た
。

　
そ
の
家
は
１
９
５
３
年
に
取

り
壊
さ
れ
、
敷
地
は
3
つ
の
新

し
い
家
を
建
て
る
た
め
に
細
分

化
さ
れ
た
。
現
在
、
５
７
５
万

ド
ル
で
売
り
に
出
さ
れ
て
い
る

4
ク
ラ
ウ
ン
サ
ー
ク
ル
に
は
、

こ
の
１
９
５
５
年
築
の
コ
ロ
ニ

ア
ル
風
の
建
物
が
含
ま
れ
て
い

る
。

　
こ
の
5
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
家

は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ブ
ラ
イ

ア
ン
ト
パ
ー
ク
や
ヘ
ラ
ル
ド
、

グ
リ
ー
リ
ー
ス
ク
エ
ア
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
モ

ー
リ
ー
ン
・
ハ
ケ
ッ
ト
が
手
が

け
た
庭
園
の
中
に
あ
る
。
ケ
ネ

デ
ィ
一
族
は
１
９
２
９
年
か
ら

41
年
ま
で
こ
こ
に
住
み
、
Ｊ
Ｆ

Ｋ
は
ブ
ロ
ン
ク
ス
ビ
ル
で
少
年

時
代
を
過
ご
し
、
ダ
ン
ス
教
室

や
そ
り
遊
び
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
に
参
加
し
て
過
ご
し
た
。
こ

の
邸
宅
は
最
先
端
の
ホ
ー
ム
シ

ア
タ
ー
や
２
５
０
０
本
の
ワ
イ

ン
セ
ラ
ー
を
備
え
て
い
る
。
高

い
天
井
、
暖
炉
、
特
注
の
木
工

細
工
、
シ
ェ
フ
ズ
キ
ッ
チ
ン
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
ジ
ム
、
ブ
ル

ー
ス
ト
ー
ン
の
パ
テ
ィ
オ
な

ど
、
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ
た

設
計
が
施
さ
れ
て
い
る
。 

Ｊ
Ｆ
Ｋ
が
育
っ
た
ブ
ロ
ン
ク
ス
ビ
ル
の
家

５
７
５
万
ド
ル
で
只
今
売
り
出
し
中

https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://newyork-apartment-realestate.com
mailto:info@precious-piece.com
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昨
夜
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
初
の

コ
ン
サ
ー
ト
が
好
評
に
終
わ
り

本
当
に
嬉
し
く
眠
り
に
つ
い

た
。
時
差
ボ
ケ
も
も
う
ほ
と
ん

ど
無
く
な
っ
て
希
望
を
持
っ
て

起
き
る
こ
と
が
で
き
た
。
昨
夜

知
り
合
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
、
フ
ァ
ン
の
人
た
ち
と
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
を
し
な

が
ら
、
昨
夜
買
っ
た
ネ
ス
カ
フ

ェ
の
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー

を
作
る
。

　
さ
て
、
今
日
は
次
の
コ
ン
サ

ー
ト
の
あ
る
街
、
ポ
ズ
ナ
ン
に

行
く
。
ポ
ズ
ナ
ン
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
で
３
番
、
４
番
に
入
る
大
都

会
で
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
が
ロ
シ
ア

の
支
配
下
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

こ
こ
は
ド
イ
ツ
の
支
配
下
で
あ

っ
た
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
か
ら
６
時

間
か
け
て
た
ど
り
着
い
た
こ
の 

K
w

idzyn 

か
ら
ポ
ズ
ナ
ン
に

行
く
に
は
、
ま
た
６
時
間
か
か

る
。
今
回
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
ツ
ア

ー
は
丸
一
日
か
か
る
移
動
日
が

多
い
。

　
次
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
主
催
者

が
、
な
ん
と
駅
で
出
迎
え
て
く

れ
る
と
の
こ
と
。
な
ん
と
い
う

優
し
い
対
応
だ
。
彼
女
に
、
乗

る
電
車
の
情
報
を
テ
キ
ス
ト
す

る
。

　
昨
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
い
た

だ
い
た
綺
麗
な
花
束︵
感
謝
！
︶

を
無
理
や
り
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に

押
し
込
ん
で
ホ
テ
ル
を
出
る
。

な
ん
と
駅
の
掲
示
板
に
は
、
昨

日
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
ポ
ス
タ
ー

が
貼
っ
て
あ
る
！
駅
の
売
店
で

ポ
ー
ラ
ン
ド
風
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ

を
売
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
買
う

し
か
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
に
比
べ
て
ソ
ー
セ
ー

ジ
が
柔
ら
か
く
て
長
い
。
そ
れ

に
パ
ニ
ー
ニ
の
よ
う
に
軽
く
ト

ー
ス
ト
し
た
白
く
円
筒
形
の
パ

ン
に
あ
ら
か
じ
め
ケ
チ
ャ
ッ
プ

と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
入
れ
、
そ
こ

に
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
入
れ
る
。
こ

の
ソ
ー
セ
ー
ジ
は Parow

ka 

X
X

L 

と
言
う
ら
し
い
。
中
々

良
い
！
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
柔
ら
か

い
の
で
、
静
か
な
待
合
室
で
も

堂
々
と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

︵
笑
︶。

　
２
つ
目
の
電
車
は
10
分
程
の

短
い
乗
車
な
の
で
、
荷
物
の
多

い
私
は
席
に
着
か
ず
に
廊
下
に

い
た
。
午
後
の
日
差
し
が
幻
想

的
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
象
徴
的

な
緑
の
草
原
が
広
が
る
。
す
る

と
ど
う
だ
、
い
き
な
り
大
き
な

川
が
あ
り
、
そ
こ
に
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
鉄
橋
が
か
か
っ
て
い

る
。 iPhone 

で
一
生
懸
命
撮

っ
て
い
た
ら
突
然
鉄
橋
が
無
く

な
っ
た
。
ド
イ
ツ
占
領
下
の
鉄

道
な
の
だ
ろ
う
か
。
壮
大
な
景

色
で
あ
っ
た
。

　T
czew

 

と
い
う
駅
で
乗
り

換
え
。
晴
れ
て
い
る
の
に
雨
が

降
る
し
、
小
寒
い
の
で
美
味
し

い
コ
ー
ヒ
ー
が
飲
み
た
く
て
駅

の
ロ
ビ
ー
に
行
く
。
通
常
は
カ

フ
ェ
が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
合
鍵
屋
と
靴
の
修
理
屋
が

入
っ
て
い
る
。
駅
の
外
に
出
て

も
店
ら
し
い
も
の
は
何
も
な

い
。
ホ
ー
ム
に
戻
る
と
先
ほ
ど

の
合
鍵
屋
と
靴
の
修
理
屋
の
看

板
が
掲
げ
て
あ
る
。こ
の
町
は
、

合
鍵
を
作
っ
て
靴
を
直
す
こ
と

が
主
な
産
業
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
黄
昏
時
に
ポ
ズ
ナ
ン
駅
に
着

く
。
大
都
会
だ
！
天
使
の
よ
う

に
優
し
い
主
催
者
の
女
性
が
な

ん
と
ホ
ー
ム
で
出
迎
え
て
く
れ

た
。
大
勢
の
人
に
混
じ
っ
て
降

り
て
く
る
私
が
解
る
の
か
心
配

で
あ
っ
た
が
、
向
こ
う
か
ら
見

れ
ば
た
っ
た
一
人
の
日
本
人
。

し
か
も
事
前
に
写
真
が
送
ら
れ

て
い
る
の
で
簡
単
に
見
つ
け
て

く
れ
た
。

　
挨
拶
と
お
礼
の
あ
と
、
タ
ク

シ
ー
で
会
場
ま
で
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
た
。
こ
の
会
場
、
20
世

紀
初
頭
に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
カ
イ

ザ
ー
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
２
世
が

建
て
た
イ
ン
ペ
リ
ア
・
パ
レ
ス

な
の
だ
。
何
故
プ
ロ
イ
セ
ン
？

そ
う
、
こ
こ
は
長
い
間
ド
イ
ツ

の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
そ
う
思

う
と
、
こ
の
荘
厳
な
ゴ
シ
ッ
ク

建
築
の Zem

ek 

︵
城
︶
は
悪

代
官
様
の
よ
う
な
威
圧
感
が
あ

る
。
が
、
そ
の
重
い
雰
囲
気
を

吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
た
の
が
、

城
の
あ
ち
こ
ち
に
貼
っ
て
あ
る

私
の
ポ
ス
タ
ー
だ
っ
た
︵
笑
︶。

３
日
間
滞
在
す
る
宿
舎
︵
こ
こ

で
は
ゲ
ス
ト
の
た
め
の
宿
泊
所

が
あ
る
、
し
か
も
別
の
城
な
の

だ
︶
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
て
く

れ
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
を
案

内
し
て
く
れ
た
。
大
き
な
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
も
、
至
る
所

に
あ
る
掲
示
板
に
私
の
ポ
ス
タ

ー
が
定
期
的
に
現
れ
る
。
城
の

中
で
、
庭
が
見
渡
せ
る
格
別
の

部
屋
に
彼
女
の
オ
フ
ィ
ス
が
あ

る
。
か
つ
て
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

２
世
の
皇
后
の
寝
室
だ
そ
う

で
、
女
性
的
と
も
言
え
る
白
い

石
の
ス
ト
ー
ブ
が
格
好
良
い
。

ド
イ
ツ
の
マ
ン
ハ
イ
ム
製
で
、

ド
イ
ツ
支
配
下
の
産
物
で
あ

る
。

　
終
戦
の
時
、
こ
の
宮
殿
は
破

壊
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
そ
う

だ
が
、
結
局
残
し
て
使
う
こ
と

に
し
た
、
と
彼
女
は
少
し
躊
躇

し
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。﹁
レ

コ
ン
キ
ス
タ
で
ア
ラ
ブ
人
か
ら

国
を
奪
回
し
た
時
に
ス
ペ
イ
ン

は
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
を
そ
の

ま
ま
使
っ
た
よ
﹂
と
私
は
助
け

舟
を
入
れ
た
︵
優
し
い
︶。
ち

な
み
に
、
随
分
前
で
あ
る
が
、

私
が
韓
国
に
演
奏
旅
行
を
し
て

い
る
と
き
に
、独
立
記
念
日︵
終

戦
記
念
日
を
韓
国
で
は
そ
う
呼

ぶ
︶
に
日
本
の
総
督
府
を
解
体

し
た
。

　
親
切
に
場
内
を
見
せ
て
く
れ

た
後
、
彼
女
は
お
気
に
入
り
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
私
を
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
て
暖
か
い
食
事
を
ご

馳
走
し
て
く
れ
た
。
今
回
の
ツ

ア
ー
で
初
め
て
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
あ
る
。
ネ
ギ
が
入
っ
た
じ
ゃ

が
い
も
の
ス
ー
プ
と
焼
い
て
美

味
し
く
味
付
け
さ
れ
た
ベ
ー
コ

ン
と
豚
肉
、
か
な
り
コ
ッ
テ
リ

し
て
い
た
が
、
旅
で
疲
れ
て
い

た
私
に
は
本
当
に
美
味
し
か
っ

た
。

　
彼
女
が
用
意
し
て
く
れ
た
城

の
部
屋
に
退
散
。
私
は
城
で
は

よ
く
眠
れ
る
。
そ
の
晩
は
嬉
し

く
て
最
高
の
眠
り
に
つ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
続
く
︶

浅
井
岳
史

︵
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
︶

www.takeshiasai.com
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　
花
沢
菊
香
さ
ん
は
こ
の
春
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
理
事
に
選

出
さ
れ
た
。
同
大
学
初
の
日
本

人
女
性
理
事
だ
。
東
京
生
ま
れ

の
花
沢
さ
ん
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
の
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

入
る
た
め
１
９
８
９
年
に
来

米
、
そ
の
後
美
術
史
を
専
攻
し

て
２
０
０
０
年
に
同
大
学
を
卒

業
し
た
。

　
大
学
の
理
事
会
は
大
学
が
つ

く
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
遂
行
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
も
の
で
、

学
長
を
選
任
・
罷
免
す
る
権
限

を
も
つ
。
一
方
で
、
報
酬
は
な

い
。
花
沢
さ
ん
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
次
世
代

の
教
育
に
対
す
る
情
熱
だ
。﹁
社

会
貢
献
の
た
め
に
ビ
ジ
ネ
ス
や
非

営
利
団
体
の
活
動
を
い
ろ
い
ろ
や

っ
て
き
ま
し
た
が
、
行
き
着
く
と

こ
ろ
は
い
つ
も
教
育
で
す
。
社
会

問
題
を
ど
う
や
っ
て
変
え
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
れ
を
解
決

す
る
人
を
つ
く
る
の
は
教
育
だ
か

ら
で
す
﹂
と
花
沢
さ
ん
は
語
る
。

　
花
沢
さ
ん
は
、
日
米
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
で
30
年
以
上
に
わ
た

り
企
業
経
営
、
投
資
、
慈
善
活
動

を
続
け
て
き
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
、

Ｖ
Ｐ
Ｌ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︵
最
高
経
営

責
任
者
︶
を
務
め
る
一
方
、
東

日
本
大
震
災
後
に
﹁
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ガ
ー
ル
ズ
フ
ォ
ー
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
﹂
を
立
ち
上

げ
、
大
が
か
り
な
サ
ン
プ
ル
セ

ー
ル
を
開
催
し
て
東
北
や
ハ
イ

チ
な
ど
自
然
災
害
被
災
地
に
寄

付
金
を
送
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
生
地
が
あ
っ
て
縫
製
で
き

れ
ば
、
型
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
医
療
防
護
服
を
自
分
で
縫

え
る
仕
組
み
を
構
築
。
昨
年
は

分
権
型
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
﹁
ヤ
ビ
ー
﹂
を

創
業
し
、
白
衣
通
販
の
ク
ラ
シ

コ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
て

い
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
は

２
０
２
０
年
、
同
大
学
の
１
つ

で
あ
る
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
ジ

ェ
ネ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の

理
事
に
就
任
し
た
。
ス
ク
ー

ル
・
オ
ブ
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
は
１
９
４
７
年
に

退
役
軍
人
の
た
め
に
設
立
さ
れ

た
が
、
現
在
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
編
入
す
る
生

徒
、
モ
デ
ル
や
ダ
ン
サ
ー
、
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
ど
高
校
か
ら

直
接
進
学
で
き
な
い
生
徒
に
も

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
の
教
育
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
門
戸
を
広
げ

て
い
る
。
花
沢
さ
ん
は
ま
た
、

毎
年
５
人
の
日
本
人
も
し
く
は

日
本
で
住
ん
だ
り
働
い
た
り
し

た
こ
と
の
あ
る
生
徒
の
支
援
を

す
る
た
め
、
１
２
５
万
ド
ル
を

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
基
金
に
寄

付
し
た
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
は
今
年

７
月
、
エ
ジ
プ
ト
出
身
で
ア
メ

リ
カ
で
教
育
を
受
け
、
現
在

ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ

ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
の
学
長
を

務
め
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
ミ
ノ
ー

シ
ュ
・
シ
ャ
フ
ィ
ク
氏
が
新
学

長
に
就
任
す
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
の
女
性
理
事
は
花
沢
さ
ん

と
新
学
長
を
入
れ
て
８
人
と
な

り
、
女
性
の
割
合
は
４
分
の
１

か
ら
３
分
の
１
に
増
え
る
。
花

沢
さ
ん
は
﹁
日
本
は
女
子
大
以

外
で
は
女
性
の
学
長
は
少
な

い
。
研
究
者
も
少
な
く
、
理
事

会
の
理
事
も
少
な
い
。
理
事
に

関
し
て
い
え
ば
、
今
後
少
子
化

で
学
校
の
経
営
が
難
し
く
な
っ

て
い
く
今
、
卒
業
生
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
出
身
者
や
経
営
者
な

ど
、
ど
ん
ど
ん
外
部
か
ら
登
用

す
べ
き
﹂
と
指
摘
す
る
。
そ
の

上
で
﹁︵
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で

理
事
に
な
る
こ
と
は
︶
日
本
の

よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

が
激
し
い
国
の
学
校
で
、
女
子

に
日
本
は
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
、
こ

れ
か
ら
日
本
は
女
性
が
変
え
て

い
く
と
応
援
す
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
次
の
世
代
の
未
来
が

よ
く
な
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
、
こ
れ
か
ら
は
教
育
を
通
じ

て
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
﹂
と
語
る
。

　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
理
事
の

任
期
は
６
年
で
２
期
ま
で
。
通

常
12
年
続
け
る
人
が
多
い
と
い

う
。
12
年
後
、
花
沢
さ
ん
の
望

む
風
景
が
日
本
で
も
広
が
っ
て

い
る
こ
と
を
共
に
願
い
た
い
と

思
う
。
杉
本
佳
子
︵
Ｎ
Ｙ
在
住

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
︶

　
乳
が
ん
に
関
す
る
最
新
情
報

や
早
期
発
見
の
啓
発
活
動
を
行

う
非
営
利
団
体
の
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
4
月
30
日
︵
日
︶
午

後
２
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
︵
45

丁
目
９
番
地
５
階
︶
で
の
ラ
イ

ブ
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
、第
4
回﹁
日

本
人
乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＠

イ
ー
ス
ト
コ
ー
ス
ト
・
サ
ウ
ス
﹂

を
開
催
す
る
。

　
ロ
ズ
ウ
ェ
ル
パ
ー
ク
が
ん
セ

ン
タ
ー
・
乳
腺
外
科
主
任
教
授

の
高
部
和
明
医
師
が
﹁
も
し
、

乳
が
ん
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
ら
〜
米
国
の
標
準
乳
が
ん
治

療
〜
﹂
と
題
し
た
基
調
講
演

を
、
婦
人
科
医
師
・
準
教
授
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
病
院
の
常
盤

真
琴
医
師
が
﹁
あ
な
た
も
子
宮

か
ら
の
異
常
出
血
に
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？
﹂
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
を
行
う
。
ま
た
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
在
住
・
サ
バ
イ
バ
ー
・

キ
ャ
ラ
弁
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
井

村
紀
子
氏
が
﹁
再
発
：
私
は
ど

う
や
っ
て
再
発
を
乗
り
越
え
た

か
！
﹂
と
題
し
た
経
験
者
ト
ー

ク
を
行
う
。
司
会
は
久
下
香
織

子
キ
ャ
ス
タ
ー
。 

　

　
講
演
は
会
場
で
の
開
催
の

他
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
生
配
信

さ
れ
、
人
数
制
限
な
し
で
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
参
加
で
き
る
。
参
加

希

望

の

場

合
、

Ｂ

Ｃ

ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

︵http://bcn
etw

ork.org

︶

か
ら
事
前
に
申
し
込
む
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

bcnetw
ork.org

ま

で
。

同

団
体
は
米
国
で
日
本
人
の
多
く

住
む
西
海
岸
、
テ
キ
サ
ス
、
ハ

ワ
イ
に
も
拡
大
し
て
、
乳
が
ん

や
女
性
系
が
ん
の
啓
発
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
る
。
ラ
イ
ブ

配
信
を
見
逃
し
た
人
の
た
め
に 

Y
ouT

ube 

チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら

す
べ
て
の
講
師
の
動
画
を
配
信

し
て
い
る
。

高
部
和
明
医
師

常
盤
真
琴
医
師

井
村
紀
子
氏

久
下
香
織
子
キ
ャ
ス
タ
ー

第
４
回
日
本
人
乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

＠
イ
ー
ス
ト
コ
ー
ス
ト
・
サ
ウ
ス
30
日
に

社
会
貢
献
は
教
育
支
援
か
ら

コロンビア大学理事

花沢菊香さん

http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
http://bcnetwork.org%EF%B8%B6
http://bcnetwork.org%EF%B8%B6
http://bcnetwork.org%EF%B8%B6
http://bcnetwork.org%EF%B8%B6
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